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第1章 序論

第1健 研究の動機

近年は国際化、情報化、科学技術の発展、環境問題への関心の高

まり、少子高齢化社会の到来など、社舎の状況が急速に変化し先行

き不透明な時代である。このような変化の激しい、かつ厳しい 21

世紀を生きていくためには、心豊かな人間性を持ち、一人一人が個

性を生かしてその能力を十分に発揮できる人材を育てる教育のあり

方が問われている 60）63）。つまり、このような社会の中では、従来の

よ うに多くの知識や技術を詰め込むだけではなく、実社会に役立つ

知識や技術を自ら学び、獲得する能力を育てることが大切であると

言われている。そのため、学校教育においては、知識や技術を教え

込むだけの授業から、使うための知識や技術を自ら身につける力の

育成を図る授業へと移行していく必要があると考える。

平成8年7月に発表された中央教育者蕗会第一次答申62〉をみると、

これからの学校教育を進めるにあたって、「ゆとり」の中での「生き

る力」の育成を基本とし、各学校が創意工夫を生かし特色ある教育

活動を展開する中で、自ら学び、自 ら考える力の育成を図るととも

に基礎的・基本的な内容の確実な定着を図り、個性を生かす教育の

充実に努めることが強調されている。この答申では「生きる力」を

次の 3点から説明している。1つめは「自分で課題を見つけ、自 ら



学び、自 ら考え、主体的に判断、行動し、よりよく問題を解決する

資質や能力」、つまり、主体的課題解決能力であり、2つめは「自 ら

を律しつつ、他人と と もに協調し、他人を思いやる心や感動する心

など、豊かな人間性」、つま り、心豊かな人間性であり、3つめは「た

く ま しく生きるための健康や体力」、つまり、活気ある健康、体力で

ある と している。

また、平成10年 7月に発表された教育課程審議会の答申 44〉をみ

ると、学習指導要領の改訂にあたっては、豊かな人間性や社会性を

持ち、国際社会を生きる日本人と しての自覚を育成すること、自ら

学び、自 ら考える力を育成することなどをねらいと し、教育課程の

編成、授業時数、各教科等の内容の改善方針を示している。体育科

及び保健体育科では、明るく豊かで活力ある生活を営む態度の育成

を目指し、生涯にわたる豊かなスポーツライフ及び健康の保持増進

の基礎を培う観点に立って内容の改善を図ること と している。

このような教育課程審議会の答申の趣旨を踏まえて、小学校及び

中学校学習指導要領については、平成10年12月に改訂が行なわれ

ている 60）。中学校保健体育科では、①豊かなスポーツライフの基礎

を培う観点から運動をよ り一層選択して履修できるよ うにし、運動

の楽しさや喜びを味わう こ とができるよ うにすること、②心と体を

一体と してと らえ、体力の向上を図ると ともに、自分の体に気付き



体の調子を整えることを重点化することから、体ほぐしにかかわる

内容を加えることによって体操領域の名称を変更すること、また、

③自己の課題やチームの課題の解決を目指して、練習の仕方や試合

の仕方を考えたり工夫したりす、ることができるようにすることを改

訂の要点とし、これに基づいて、目標、内容及び内容の取り扱いの

改訂が行なわれている。特に一、体育分野では、「生きる力」の育成を

ねらいとした学習内容として、自ら学び、自ら考え、主体的に判断、

行動し、よりよく課題を解決する資質や能力を育成する上から、「運

動の－学び方」が重視され、それが新たに学習内容として取り入れら

れている。このため、すべての運動領域における学習内容が、技能

の内容、態度の内容及び学び方の内容とされている。

「運動の学び方」とは、中学校及び高等学校学習指導要領の解説

書を見ると「①自己に適した目標の設定、②個人や集団の運動課題

の把握、③課題を解決するための練習内容の選定、その順序、練習

の質や量など合理的な練習計画の作成、④練習、ゲーム、試合、発

表会、交流会などにおける成果の確認といった手順で進めることを

運動の実践に即して理解できるようにする。」61）64）と説明されてい

る。言い換えると、「運動の学び方」とは、運動を覚える手順のこと

であり、生徒自らが運動の実践を通して習得する内容のことである。

その中心的な活動内容を具体的に述べると、金子a8）は運動学習の過



程について、「ある運動のこつがわかるような気がする段階、できる

ような気がする段階、できるという段階を経る」としており、運動

の学び方の学習は、これらの段階を運動の実践を通して習得するこ

とであると考える。

また、「運動の学び方」が体育の学習内容として取り上げられた意

義を次のように考える。現行の体育が目指している方向は「生涯ス

ポーツの基礎を培う」ことと、「体つく り運動を学ぶ」ことである

61）64）。これまでの生涯スポーツの基礎を培う学習では、運動の楽し

さや喜びを味わわせることに重点がおかれていた。また、体つく り

運動を学ぶことについては、これまで体操領域の中で体力を高める

運動を重視し、その向上に重点がおかれていた。しかし、今日、運

動が好きな子どもと嫌いな子どもの二極化が進んでいる実態を踏ま

え、全ての子どもに体を動かす楽しさや心地よさを体験できるよう、

自分や仲間の体や心の状態に気付いたり、仲間との交流を深めたり

するなどの体ほぐしのための運動が取り入れられることとされてい

る。そこで、新たに「運動の学び方」を学習内容として加えること

は、①自分の運動の欲求や必要性を自ら実践活動に生かしやすくな

ること、②実践活動の成果を目標に照らし合わせて確認しやすくな

ること、③生涯スポーツの基礎を培うことや体つく り運動を学ぶ際

に、自発的に仲間と互いに活動しやすくなること、などといった効



果があると考える。このように、「運動の学び方」を取り入れること

は生涯スポーツの基礎づく り と体つく り運動の学習内容がより一層

豊かなものになると考えられる。これからの体育授業において、「運

動の学び方」を各運動種目の実践を通して生徒が身につけることが

できるようにするためには、どう したらよいのかが辣題となるであ

ろう。

体育授業を実際に展開するためには、一般に「Plan（計画）－Do

〈実践）－See（評価）」という過程がとられている。「計画」は授業

を行なうに当たって最初に手がけるもので、綿密な計画を立てて授

業に臨むことが、生徒に意図的、継続的に学習を促すためには重要

であると考えられている。「実践」とは実際の授業場面のことで、「計

画」の基に展開されるものであり、また「評価」とは「計画」の基

に展開された「実践」に対して、成果の確認を行なう ものである。

したがって、体育授業においては、「実践」や「評価」の基となる、

「計画」を綿密に作成することが不可欠になると考える。「計画」に

関しては中学校学習指導要領解説 く保健体育編）においても「指導

計画の作成」の項目を設けて、保健体育科の目標及び内容の関連か

ら作成上の留意点が示されている。ここで指導計画は「保健体育科

の目標を達成するためには、学習指導を計画的に、しかも、効率よ

く展開する必要がある。そのため、目標や内容を的確に定め、調和



のとれた具体的な指導計画を作成することが大切である。」62〉と、

計画の重要性を示唆している。このように、体育科の目標を達成す

るために、綿密な「計画」を作成することは重要であると考える。

また、「計画」は、体育科の目標と内容を円滑につなぎ、実際の授

業を効果的に実践する上で重要な役割を果たしており、その種類と

しては年間計画、単元計画、単位時間計画の3つがある。年間計画

は、地域や学校の実態を考慮し、運動種目を年間に配列したもので、

年間の体育授業を効果的に進めるための基本計画である。単元計画

は、年間に配列された一つ一つの学習内容を授業としてどのように

展開していくかの見通しを立てたもので、毎時間の学習指導に結び

付ける「展開計画」としての役割を持っている 61）61）。1960、1970

年代における体力や技能の向上を主なねらいと した教師の指導性が

強いとされていた体育授業では、1単位時間のスムーズな展開が求

められ、将来を見通すことよ り も、一単位時間の中でどのよ うにし

て体力や技能の向上を図るかに重点がおかれていたため、体育授業

を考える基礎単位が単位時間計画と考えられていた。しかし、1980

年代からの体育授業に率いては、運動の楽しさや喜びに触れること

が求められ、運動の特性や生徒の実態、教師の授染への意図などを

踏まえて将来を見通した上で授業を展開し、生涯スポーツの基礎を

培うことが求められるようになったため、体育授業を考える基礎単



位が単位時間計画から単元計画へと移っていった。そして、「単元計

画を見ると授業がわかる」と言われることが一般的となり、現在の

痩業実践においても単元計画が重要視されている 会6）。また、永島

64）は「単元における生徒の自発性と教師の指導性は、単元計画から

始ま り、計画の実施、評価に至る全過程を通して問題にされなくて

はならない」とし、単元計画の重要性を示唆している。このような

ことから、単元計画は、①年間に配列された一つ一つの学習内容を

授業と してどのように展開していくかの見通しを立てたものである

こと、②毎時間の学習指導に結び付ける「展開計画」としての役割

を持ち、次に作成される1単位時間毎の指導案の根拠となり、生徒

に単元全体の学習の見通しを持たせるための基本的な資料になるこ

と、③教師の授業に対する考え方や生徒の実態に基づいた学習指導

のねらいや学習の進め方などを具体的に示すことができること、な

どといった理由から、単元計画が重要であると考える。

以上のことから、本研究では、体育授業において各運動種目の実

践を通して「運動の学び方」を生徒が身につけ、生涯スポーツの基

礎を培うことと体つく り運動を学習することを目指す体育授業を効

果的に展開するためには、どのような単元計画を作成すればよいか

検討することとする。特に、中学校の体育授業に着目し、「運動の学

び方」を取り入れたバレーボールの単元計画モデルを提示すること



と した。

なお、本研究において単元計画の種目をバレーボールに選定した

理由は以下による。

①中学校、高等学校で体育授業の実施率が8割を超え80）、大部分

の生徒や教師が体験していること、②ネット型ゲームの形態をとり、

学習グループが互いに入り混じることがないので、初心者でも攻防

を観察、分析しやすく、「運動の学び方」の学習内容が生徒に理解し

やすいこと、③6対 6で攻防を展開するので、集団的スポーツであ

1

るので、各学習グループで課題の解決を目指して、相互に協力し合

って練習や作戦を工夫するのに適していること 48〉、④中学校で初め

て取り上げられる教材であるので、同一線上に立って「運動の学び

方」の学習をはじめることができること、⑤筆者自身が精通してい

る種目であるために、運動の特性やゲームに関する状況判断に関す

る情報が豊富であることからバレーボールを選定することとする。



第2鮮 先行研究の検討

「運動の学び方」の手順やその活動内容、及び単元計画の形式と

内容に関する先行研究を検討すること とする。

まず、「運動の学び方」に関する先行研究を検討してみると、西鳴

ら 69）は、「中学校体育にお．ける主体的問題解決能力育成プロセスの

因果構造分析」において、体育授業における主体的課題解決能力の

育成に関する研究を行なっている。ここでは、体育授業は他教科に

比べ主体的課題解決能力を育成するための諸条件を十分に備えてい

るとされていることから、中学校体育授業における主体的問題解決

能力育成プロセスの要因及び構造を、分析、検討し、「体育授業にお

ける主体的問題解決能力育成プロセスは、内発的意欲、主体的行動、

達成満足、及び自己認識の 4領域から構成され、体育授業における

主体的問題解決能力育成プロセスの循環性及び順序性を明らかにし

ている。しかし、ここでは体育授業においてどのようにして「運動

の学び方」の手順やその活動内容を身につけることができるかとい

う論議には至っていない。

松田ら 47）は、「学び方に関する基礎的研究一日本学び方研究会の

場合－」において、日本学び方研究会の「学び方」について、「学習

者の主体性を尊重していること、自ら学ぶ能力を育成しよ う として

いること、また学習過程や思考過程を重視していること。」と、その



概念を明らかにしている。ここでの「学び方」は、一般的な知識の

学習における「学び方」の基本的概念を示すにとどまり、体育授業

における「運動の学び方」の手順やその活動内容については触れら

れていない。

江口 8）は、「学び方学習の充実を目指して－選択性授業の導入段階

として－」において、陸上競技での「運動の学び方」を効果的に身

につける指導法についての研究を行っている。ここでは、教師が学

習内容を発達段階に応じて整理し、学習過程や学習資料・学習ノー

トを工夫することにより、運動の学び方を効果的に身につけること

ができたとしている。しかし、ここでは教師が課題を提示し、生徒

に活動の工夫をさせることに焦点が絞られ、生徒が主体的に目標の

設定、諷題の把握、活動の工夫及び成果の確認の仕方を取り入れた

「運動の学び方」の活動内容が明らかにされていない。

次いで、単元計画の形式と内容についての研究を検討してみると、

吉田12¢〉は、「学習指導要領改訂に伴う武道の単元計画の検討一剣道

における『形』指導上の留意点を中心に－」において、武道におけ

る単元計画の検討を行なっている。ここでは、剣道を学校体育の教

材と して取り上げ、平成3年4月施行の学習指導要領が示している

時間数に合わせて、『形』の指導法を授業形態別にまとめている。一

つめは一斉指導型、二つめはグループ学習型、三つめは男女共習授
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業型である。これらの授業形態で指導していく ことによって、日本

の歴史と伝統のもとに培われてきた武道に求められている技能や態

度の内容を理解させ、『形』を積極的に取り扱っていく ことが重要で

あるとしている。ここでは、『形』の技能や態度の習得を単元計画の

中心におき、「運動の学び方」を育成するための単元計画の形式と内

容については言及されていない。

石川ら 28〉の「小学校体育授業における走り高跳び指導カリキュラ

ムに関する研究」では、子どもの体力の低下などを考慮に入れ、安

全性を十分考慮した上で、記録の向上を目指して活動を工夫し、楽

しさを十分体験できるような指導計画を作成し、実施している。そ

の際に専門の選手を招き、目の前で跳躍を見る機会を与え、学習カ

ードを活用した結果、記録の向上や走り高跳びを好きになる児童が

増えたと述べている。しかし、この指導カリ キュラムは、1時限 45

分の授業を 4回行なったものであり、つま り同じよ うな内容の単位

時間計画を繰り返し 4回行なったものであった。したがって、この

指導カリ キュラムは、授業の展開計画である単元計画と しては不十

分であると考える。したがって、単元計画の形式と内容については

言及されていない。

高橋113〉や福本14〉が、単元計画の形式について次のよ うに述べて

いる。「単元計画には、単元目標を技能の向上や技術認識に焦点付け、
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そのための学習内容を時系列的に表す指導内容を段階的に配列した

単元計画と、学習のねらいの中に個人差を吸収して、個々人の学習

課題の相違を認めながら、学習の道筋を枠組みと して示すねらいの

発展と して考える単元計画が示されている。現在の単元計画は生徒

の自主性を学習の中心においているため、後者のものがほとんどで

ある」と述べている。しかし、ここでは「運動の学び方」の育成に

着目 した単元計画の形式と内容は示されていない。

以上、「運動の学び方」の手順やその活動内容及び、単元計画の形

式と内容に関する先行研究の検討を行なってきた。しかしながら、

目標の設定、課題の把握、活動の工夫及び成果の確認の仕方、とい

った「運動の学び方」の手順やその活動内容についての研究は、新

しく導入されたものということもあり、まだ研究が進んでいないの

が現状である。また、同様に、「運動の学び方」を取り入れた単元計

画の形式と内容についての研究についても進んでいない。したがっ

て、「運動の学び方」の育成に着目 した単元計画の形式と内容を明ら

かにした研究は見当たらない。
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第3節 本研究の目的

本研究では、これまで中学校体育授業で取り上げられているバレ

ーボールの単元計画の形式 く項目）と内容 く展開）を文献調査によ

り明らかにし、運動の学び方の育成に着目したバレーボール単元計

画 〈案）を作成する。そして、単元計画 〈秦）についての形式と内

容の必要性及び適切性を、主としてバレーボールを特技とする保健

体育科の教員を対象にアンケート調査を行い、その結果に検討を加

え「運動の学び方の育成に着目したバレーボールの単元計画」モデ

ルを提示する。
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第2草 本論

第1健 研究の方法

1． 単元計画の文献調査

く1）調査期日

平成14年4月から 7月にかけて文献調査を行なった。

（2）調査対象

まず、戦後における体育科の教育活動がどのように展開されてい

るのかを知るために、1960年代から1990年代におけるバレーボー

ルの単元計画における形式 く項目）と内容（展開）がどのように構

成されているのかを文献調査によって明らかにすること と した。そ

こで、バレーボールの単元計画の作成に必要な形式と内容を抽出し、

運動の学び方に着目 した単元計画に取り入れ、バレーボールの単元

計画（案）を作成すること と した。

文献調査を行なうにあたって、対象とする文献を、民間雑誌で体

育科教育学の専門誌であり、体育授革に関する研究や事例報告が多

く記載されている「体育科教育」（大修館審店）、「学校体育」（日本

体育社）と、文部省の「中学校保健体育指導書」、「中学校指導書保

健捧育編」及び、「中学校保健体育指導資料」と した。

1960年代、1970年代、1980年代、1990年代における各文献に記

載されているバレーボールの単元計画を対象とした。
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く3）調査内容と方法

各年代のバレーボーノレの単元計画を構成している中身、つまり単

元計画の形式（項目）と内容（展開）を、上記の文献の中のバレー

ボールの単元計画から抽出し、考察を行なった。

く4）分析方法

ア．考察の視点

体育授業を実施するために、必要な前提知識を記入する項目、つ

まり形式と、実際に授業を行なう中身を記入する展開、つまり内容

を、単元計画を構成する重要な要素と考え、単元計画を形式と内容

に分けて考察を行なった。また、考察を行なう際に、形式における

単元名や運動の特性等の項目を大項目、大項目中に示されている項

目を中項目、中項目の中に示されている項目を小項目とした。さら

に、内容における展開の部分の「導入、展開、整理」の欄を学習段

階、生徒の活動や教師の行動を示す欄を枠組みとした。

イ．分類の視点

‾学習指導要領の改訂と共に、単元計画の作成の仕方も変化すると

考えることから、戦後の1958年 〈昭和 33年）の中学校学習指導要

領改訂以降を文献調査の対象とした。学習指導要領は、10年ごとに

改訂されることから、改訂前後約1年を区切りにし、1960年から10

年ごとに考察を行なう こと と した。
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また、高橋、友添、岩田ら101）102）が示した目標による体育の性質

の年代別分類と、文部科学省による中学校保健体育指導資料を踏ま

え、1960、1970 年代は基礎的運動能力や運動技能の向上を目指し、

体力づく りを重視した体育が行なわれていたこと、また、1980、1990

年代は生涯スポーツの基礎を培う観点から、楽しさを重視した体育

が行なわれていたことから、「1960、1970 年代」と、「1980、1990

年代」に分類し、考察を行なった。

2．単元計画 く案）についてのアンケート調査

く1）調査期日

平成14年10月から11月上旬にアンケート調査を行った。

（2）調査対象

文献調査では単元計画を作成する上での必要な視点が多くあるこ

とを明らかにした。そこで明らかになった単元計画を構成している

形式と内容を踏まえて作成した運動の学び方に着目した単元計画

（案）を提示し、それを構成している形式と内容についての必要性

及び適切性について、主としてバレーボール部の顧問をしている保

健体育科教員、また、バレーボールを特技としている保健体育科教

員128人を対象に質問紙による調査を行なった。

バレーボールを特技とする教員を対象と したのは、バレーボール
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をより深く理解しており、バレーボールの授業を得意としていると

考え、単元計画の数多くある項目が全ての教員に必要か、実際現場

で単元計画を作成し、運動の学び方を取り入れた授業を展開するた

めに必要な項目を知るためには、バレーボールを特技としている教

員に調査することが有効であると考え、先生方に回答していただく

ことにより、本研究で作成した運動の学び方の育成に着目 した単元

計画（案）の形式及び内容を問う こと と した。

配布数は128人、内、回収できたのは 78人であった。回収率は

60，9％であった。

（3）調査内容と方法

過去におけるバレーボールの単元計画の検討をふまえて作成した

運動の学び方の育成に着目 した単元計画（案）を提示し、それを構

成している形式 く大項目・中項目・小項目）と内容（展開）につい

ての必要性および適切性の調査を郵送による質問紙調査によ り行な

つた。

（4）分析方法

回答を「必要である」「どちらかという と必要である」「不要であ

る」の3項目を設定し、「必要」「どちらかというと必要」を「必要

グループ」、「不要」を「不要グループ」に分け、集計を行なった。

「必要グループ」の割合が50％以上で、その項目を「必要」とし、
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単元計画に取り入れることとした。検定は「必要グループ」と「不

要グループ」の比率を出し、等比率の有意差検定を行なった。また、

調査結果から「必要」が低い値であった項目を、運動の学び方の趣

旨及び、単元計画 く案）の形式と内容についての各自由記述を踏ま

えて再検討し、運動の学び方の育成に着目したバレーボールの単元

計画モデルを提示するために必要な形式と内容を選定した。

18



第2簡‾ 文献調査の結果と考察

1．各年代における単元計画

（1）1960年代における単元計画

ア．単元計画の形式

①「中学校保健体育指導書」：1959年（昭和34年） 「中学校保

健体育指導書」では、単元計画の形式については記載されていな

い 66）66）66）0

②「体育科教育」：1960年代の「体育科教育」では指導案の新しい

試みとして、いくつか単元計画の形式について紹介されている

2）8）12〉46）46〉86〉117）。単元計画の形式には、「単元名」、「単元設定の

理由」、「教師の目標」、「計画の要点」、「学習の展開」といった項

目が見られる。【表1】また、「生活との関連」という項目で、運

動種目の特性を生活の中でどのように生かしていくかというこ

とが書かれていることから、運動を児童・生徒の生活の一部とし

て位置付けようとしていることがわかる12）86〉117〉。1960年代は

形式よりも、どのように運動技能を習得させるかに焦点が当てら

れていたため、単元計画の形式も略式的なものが多く見られる。
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表1 形式・1960年代「体育科教育J

（Ⅰ〉単元名
くⅡ）単元設定の理由

・学年発達の立場から

・児童の現状
（Ⅱ）生活との関連

（Ⅳ）児童の欲求と教師の目標
（Ⅴ）計画の婁点

（Ⅵ）学習の展開

③ 「学校体育」：1960年代の「学校体育」では、単元計画の形式に

ついて記載は見当たらない6〉6〉。

イ．単元計画の内容

① 「中学校保健体育指導書」：1959年（昭和 34年）の「中学校保

健体育指導書」では、「第4章 指導計画の作成と学習指導 第

1節 指導計画の作成」において、第 8学年男子のバレーボール

の■指導を校内バレーボール大会との関連を持たせた計画例が記

載されている。その中で学習活動は技能の習得を中心に展開され

ている。そして、学習内容については、「技能とルール」、「態度」、

「健康と∵安全」から構成されており 66〉、1958年（昭和 38年）

の中学校学習指導要領保健体育科のねらいの 3点「技能と規則、

正しい態度の育成、健康・安全に留意する」と一致する 65）。「学

習段階に応ずる計画」においては、指導の段階が導入一展開一整

理とされており、また、生徒の活動内容は基本技能、応用技能、
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ゲーム・審判からなっている。これは、同様の技能を全員に習得

させるという技能の習得が体育授業の中心であることがわかる。

また、ここでは教師が生徒に対して行なう活動は、「備考」とさ

れている 66）。■【表2】

表2 内容・1959年（昭和34年）「中学校保健体育指導♯J

学習活動 備考

導入 グループ構成と役割決 教皇で行なう

（1） 練習計画め立案 グループの能力を同程度にする

展開 基本技能 コート3面、ネット、ボール12個．
（9〉 応用技能 グループノート
ゲーム・審判 資5払等で正しい技能を理解する

整理

（2〉

バレーボール大会

反省と評価

グループ対抗戦を行なう

② 「体育科教育」：1960年代の「体育科教育」では、バレーボール

の単元計画はあまり紹介されていないが、他の球技種目での単元

計画がいくつか記載されている12〉86）117）。どの種目においても、

グループ学習が多くグループで活動していく中で必要な技能の

習得と協力的な態度の育成を目指している。枠組みとしてをま「生

徒の活動」と「指導上の要点」2項目から構成されているものが

多く、内容も簡単に示してあるのみである。【表3】
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表3 内容11960年代「体育科教育」

生徒の活動 指導上の要点

はじめ ・グループ領成、役割決定■ ・要点をメモ
（2）． ・練習計画、目・頒を立てる ・仲仰怠批を高める

・グループ細成

・練習計画に■無理のないようにさせる
なか ・運動の練習 ・簡単なルールをつくる
く10） ・グループ対抗戦 ・技術練習の間濃点をはっきりさせる

・守備変更と基礎練習 ・協力的態度で相互に批判しながら練
・グループリーグ戦 ・観♯・自己評価・相互評価の結果を

まとめる

まとめ

く1）
・・反省会を開く ・総合反省会を研く（反省の配牡）

③ 「学校体育」：1960年代の「学校体育」では、バレーボールの単

元計画の研究は少ないが、1960年に「バレーボールのグループ

学習」が紹介されている 6）6）。これは、技術指導を中心としたグ

ループ学習の指導案であり、配当時間は12時間から15時間を

設けて、指導の段階を「導入、目的設定」、「計画」、「練習」、「試

合、反省・評価」とし、グループで計画一練習一反省を繰り返し

ながら技能を高めようとしている。【表 4】ここでは、基本技能

と応用技能を身につけること、グループの中で互いに協力する態

・度を育てるということに特に重点が置かれている。また、枠組み

と しては、活動内容しか示していない。
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表4 内容・1960年代「学校体育」

学習内容

はじめ ・ゲル丁プ編成
（1～2） ・役割決定

・全体計画、グループ計画

．なか
く8～10）

・技能の練習やゲームをする

まとめ ・グループ対抗戦の運営
（3） ・反省・評価

く2〉1970年代における単元計画

ア．単元計画の形式

① 「中学校指導書保健体育縮」：1970年（昭和 45年）の「中学校

指導書保健体育編」では、単元計画の形式については記載されて

いない 67）68）。

② 「俸育科教育」：1970年代の「体育科教育」では、各項目につい

て、1960年代より も項目が増え、詳しく記入で・きるようになっ

ている。【表 5】これは、より一層′、計画が重視されるようにな

ったためと考える。また、教師が授業の内容をあらかじめ決めて、

それを練習させるといった授業形態をとっている 29）32）88）。
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表5 形式・1970年代「体育科教育」

（Ⅰ）単元名

（Ⅱ）歴史

くⅢ）ねらい

くⅣ）学管内容

（Ⅴ）時間計画

（Ⅵ）用具・堵所の選定

くⅦ）役割の分担

くⅧ）学習計画

（時
顔

③「学校体育」：1970年代の「学校体育」では、単元計画の形式に

ついては記載されていない。

イ．単元計画の内容

① 「中学校指導書保健体育編」：1970年 く昭和45年）の「中学校

指導書保健体育編」は、1969年 〈昭和 34年）の「中学校保健体

育指導書」のようにバレーボールの単元計画としては明記されて

いなく、球技領域の中の指導計画の留意点として示されているの

みである ■6了〉。しかし、「段階別内容の考え方」が示されており、

基本となる個人的技能などを基礎になるものから身につけさせ

るという「初歩的段階」、それを発展させた「進んだ段階」、そし

て「さらに進んだ段階」といった形で個人的技能、集団的技能、

ゲームついての学習内容が記載されている 68）。【表6】これを見

ても活動内容の中心はやはり技能の習得にあると考える。
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表6 内容・1970年 く昭和45年）「中学校指導●保健体育稀」

初歩的段階 パスとレシーブ

サーブ

パス攻撃とレシーブ

サーブに対するレシーブ

集団的技能を使ってのゲーム

進んだ段階 パスとレシーブ

サーブ、トス、スパイク

サーブに対するレシーブ

3段攻撃とその防御

攻撃の作戦を立てたゲームと審判
の仕方

さら・に進ん パスとレシーブ

だ段階 サーブ、トス、スパイク

サーブに対するレシーブ

2段攻撃、3段攻撃とその防御

相手の攻防に応じたゲームと審判

② 「体育科教育」：1970年代の「体育科教育」では、少しずつ生徒

が自主的に学習することに注目がおかれるようになっている a2）

これらは、戦前の教師中心の指導から児童・生徒中心の指導へと

転換したこと等から、徐々に多く取り上げられるようになったと

考えられる。この年代で．は、体育授業に限らず、クラブ活動や部

活動、レクリエーションなど、多くのバレーボールの技術指導や

技術構造、評価活動な－どの研究がされている 67）80〉81〉120〉。1970

年代初期では、グループ学習や自主的な学習を取り入れてはいる

が、まだ学習内容がグループ学習の中での技能の習得を中心に据

えたものが多く見られる 29）88）。しかし、1970年代後期になると、

生徒の自主性、主体性を伸ばし、全員がバレーボールを楽しむこ
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とができるように、ゲームの簡易ルール化やグループ学習の指導

がより具体的に計画されている等、詳細に計画を立てて授業を行

なっている 82〉82〉111〉。また、この頃から生涯の生活と運動の関係

にも徐々に注目されるようになってきている。展開の枠組みとし

ては、「学習内容」と「学習活動」が分けて記入するようになっ

ている124）0【表 7】

表 7 内容11970年代r体育科教育」

はじめ ・ゲルーピング
（1〉 ・役割分担

・学習の見通し

・練習計画、場所
学習内容 学習活動 指導

なか 運動の技術 グループの活動 指導上の注意

（2～a） ル・－：ル マナー、安全、協力 与えるだけでなく引き出す指導

まとめ

（9）

学習の反省、評価、記録、ゲーム、発表会など

③ 「学校体育」：1970年代初期の「学校体育」ではバレーボールに

関する記載はあまりなく、1970年代中頃から後期にかけてバレ

ーボールの指導に関する研究やバレーボール教材についての研

究がされている 27）120）。ここでは技能の習得だけではなく、バレ

ーボールを仲介として社会的態度を育て、心身発達に寄与するよ

う指導し、グループを主体と して一斉指導すること と している。

また、ゲーム的要素を毎時間の指導の中に位置づけるゲームを中

心と した授業や、指導者がバレーボールの本質をふまえた計画を
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立案し、生徒が理解し課題と して受け止め、主体的に活動行なう

ようにさせる課題解決学習などが取り入れられるようになって

いる123）。【表 8】

表8 内容・1970年代 r学校体育」

旨榛 活動内容 指導の要点

はじめ りくレーボールの概略と ・学習の計画を知る

（1） 全体計画を知る ・グループ塙成

・井疑応答
なか ・ゲームの全体的な動き ・ビーチボールゲーム ・技能に対して
（2～12） l協力的な態度 りくスゲーム の注寒点

・守備・攻撃の仕方 ・3対3

・作戦を立ててゲーム ・6対6

・審判の仕方 ・6人制のゲーム
まとめ

（1）
・反省会を開く ・グループで反省を出

し合う

（3）1980年代における単元計画

ア．単元計画の形式

① 「中学校指導書保健体育編」：1978年 〈昭和 53年） 「中学校

指導書保健体育編」では、単元計画の形式について「第 3章 指

導計画と学習指導」に年間計画における「単元の配列」とあるだ

けで詳しく記載されていない 59〉。

② 「体育科教育」：1980年代の「体育科教育」では、1980年代初

期から「運動の特性」という項目が設置されるよ うになっている。

また、この頃から、学習のねらいを2、3段階にわけ、その学習
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過程をあらかじめ予想しておく「学習のねらい」や「学習の道す

じ」という項目が取り入れられた単元計画が見られるようになっ

ている126）。【表 9】これは一般に言う「めあて・ねらい学習」

のことで、この頃から徐々・に取り入れられるようになっている。

表9 形式・1980年代 「体育科教育」

）

）

）

）

）

〉

Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅳ
Ⅴ
Ⅵ

′
l
ヽ

′．ヽ

（

′
l
ヽ

（

′
－
ヽ

単元名

運動の特性

学習のねらいと内容の具体化

学習の過程（遺すじ）の決定

時間配分

的な

③「学校体育」：1980年代の「学校体育」では、単元計画の形式の

記載はいくつか紹介されている18）22）24）42）73）114〉。これも「体育

科教育」同様で、学習のねらいをいくつかあげ、それに沿って学

習過程を踏んでいくという「ねらい学習」が進められている。ま

た、「単元について」という項目において、「運動の特性」、「子供

の実態」、「教師の指導観」といった項目をおき、生徒の情報を詳

しく収集した上で単元計画を作成している。

表10 形式11980年代 「学校体育」

（Ⅰ）単元名

（Ⅱ）単元について

a

b

運動の特性

子供の実態

▼¢ 教師の指導観

（Ⅱ）単元の目壌

（Ⅳ）学習のねらい

（Ⅴ）学習過程

（Ⅵ）授業の展開
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イ．単元計画の内容

① 「中学校指導書保健体育編」：1978年 〈昭和 68年）の「中学

校指導書保健体育編」では、単元計画の内容については記載さ

れていなく、球技領域のバレーボールについて、「3 指導計画

作成上の留意点」で「単元計画上の配慮」でわずかであるが記

載されている。その内容は、「集団的スポーツの単元上の独立

と技能とゲームの内容を関連付けて取り扱うよ うにする」69〉、

という点のみである。【表11】

表11 内容・1978年（昭和53年） r中学校保健体育指導♯」

ア．集碑的スポーツは、ボールの取り扱いをめぐって集団と集団との間で勝敗
を争うという共通の特性を持っているが、その反面、独自のルールや活動形式

を持っているので、単元は種目ごとに構成するのが適当であろう。

イ．個人的技能、集団的技能及びゲームの内容については、指導の段階や生徒
の技能の程度を考慮して取り扱うことは当然のことであるが、相互に関連づけ
ながら取り扱うことが大切である。

② 「体育科教育」：19島0年代の「体育科教育」では、単元計画に

関する許しい研究はあまりなされていない。1980 年代初期に

は、基本技術を正確に習得させて、応用技術を使って楽しいゲ

ームができるよ うにすることに重点を置き、体力トレーニング

を兼ねてボールに慣れながら運動する という指導を行なって

いる127）。この後の1980年代後期になり、八代の「授業過程

を充実させる指導計画の立て方」126）では、なか 〈展開）の段

階を2つあるいは3つに区切るこ とで学習の道すじを明らか
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にし、子どもたちの自主的、主体的な活動や内容の工夫がゆと

りを持ちながら弾力的に行なわれるようにしている。【表12】

表12 内容・1980年代「体育科教育J

内容と活動 指導 実畿の紀録

はじめ ○初歩的段階 （計画のズ

・（1．・2）
健康診断・体力テスト レ、修正した

バレーボールの概要

ボールの扱い方

ボール遊び

組手パスの基本

オーバーハンドパスの基本

こと■などをメ
モする）

な ・か○基本技術

■■■■l■l■■■■－■■－■

■■■l■■－－■1■■l■｛■lll■■■

く3～6）

－■●■■■■－■

パス・トスの基本

パス・トスを利用したゲ丁

サーブの基本

レシーブの練管

パス・トスの基本技術テス
■■■－■■■■－■●■■l■■■●■ll■｝l■■■－■■■■■■■●■－－■■■■

（718）

－1■■●－－■■■

○応用技術

チーム鴇成（体格・能力を

基本練習くチームごと）

スパイクの基本練習■

9人制につい七
■■■－－■■■■－■■■●■■■■●■l■■■■l■■●■■■－－■－■■l

（9・10） ○総合練管

ゲームの運営についで

練習試合

総合評価・

ま と め 6人制バレーボールの概要
（11～13）チーム箱成

練習試合

総合評価

③ 「学校体育」：1980年代の「学校体育」では、さまざまな領域

に関する単元計画が記載されるよ うになっている。なかでも、

球技領域の指導計画の研究が多くみられ、バレーボールに関し

ても多く記載されている。1980 年代初期では、まだ生徒の実

態に応じた技術の習得に着目 しており、段階を踏んでオーバー
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ハンドパス、アンダーハンドパス、レシーブ、サーブ、トス、

スパイクの個人的技能を中心に練習していく、という単元計画

が多く見られる19〉40）114）。1980 年代中頃から、単元計画の本

格的な研究が多くなり、従来の同様の技能を全員に習得させる

という技能中心の指導計画から、自分たちで課題を見つけ、バ

レーボール楽しむことにねらいをおいた指導計画が立てられ

るようになった。1980年代後期になると、なかの段階を 2、8

つにわけでねらい決め、そのねらいに沿ったゲームを行なって

各グループで評価を行なうなど、ゲームを中心とした指導計画

を立て実施するといったものが多く見られるよ うになってい

る17〉18〉24）73〉84〉。【表13】

表13 内容・1980年代「学枚体育」

学習内容と活動 ねらいl留意点

はじめ 学習の内容と目標を持たせる ①めあてに関する指導

く1） グループ絹成、役割分痩、ルー グループと個人の目棲をつかま

せるなか 3時間

（2～9） ゲーム（問題発見のため） 明るい雰囲気で工夫しあって

各グループ別の基礎練習 ゲームや練習を楽しませる

②活働に関する指導
・3時間
グループ別の練習

グループワーク 用途に応じた個人的技能の指導

味方の失敗を許しあい思い切っ3■時間
グループ対グループの練習 たプレーを練習させる

乱打練習、ゲームの計画、審判 マナー

まとめ 2時間
く10 ・

クラスの競技会
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（4）1990年代における単元計画

ア．単元計画の形式

①「中学校指導書保健体育編」及び「中学校保健体育指導資料」：

1989 年（平成元年）の「中学校指導書保健体育編」では、単

元計画七関する記載はなくなり、指導書自体もかなり簡略化さ

れたものになっている 60）。単元計画の形式については、文部

省が1991年 く平成3年）に出した「中学校保健体育指導資料」

81）において一般的な単元計画の形式が記載されている。文部省

から出された指導資料にも、「学習のねらいと道すじ」という

項目があり、「めあて・ねらい学習」が一般的になってきてい

ることを示している。項目を見ると、従来の単元計画の形式よ

り、「運動の特性」や「学習のねらいと道すじ」、「時間配分と

体育施設・用具」など詳細に書かれていることがわかる。特に

「運動の特性」は「一般的な特性」と「生徒から見た特性」に

分けられている。【表14】
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表14 形式・1991年（平成3年） 「中学校保健体育指導資料」

（Ⅰ）単元名

（Ⅱ）運動の特性

く1）一般的な特性

（2）生徒から見た特性

（Ⅱ）学習活動の様相く教師の授業への意囲）

（Ⅳ）学習のねらいと逢すじ

（1）学雪のねらい

（2）学管の遺すじ

（Ⅴ）時間配分と体育施投・用具

（1）時間配分

（2）体育施役・用具

（Ⅵ と

②「体育科教育」：1990 年代の「体育科教育」では、「学習の遺

すじ」という項目のなかで、どのように生徒がバレーボールを

楽しみ、技能を習得していくかについて、単元計画に明記され

るようになった。また、それだけでなく、授業に際して配慮す

る点も多くあげられ、綿密な授業計画を立てる必要性が高まっ

てきている 49〉64）72）87）94）108）122〉。【表15】

表15 形式・1990年代「体育科教育J

（Ⅰ）阜元名

（Ⅱ）運動の特性

a一般的特性
b生徒から見た特性

（皿）生徒の実態

（Ⅳ）学習のねらい

（Ⅴ）学習指導の遺すじ

Ⅵ ）
点ヒI
督

③「学校体育」：1990年代の「学校体育」では、「教師の授業へ

の意図」という項目が取り入れられ、教師も子どもたちにどん

なことを学んでほしいかを明確にしておく ことが重要とされ
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ている。また、「学習のねらい」と「学習の遺すじ」も分けて

書かれるようになり、本格的なねらい学習の位置づけがされる

ようになっている。「学校体育」では、「運動の特性」の項目を

「単元計画」という項目の中に吸収し、その中に「運動の特性」、

「子どもからみた運動の特性」、「学級の子どもの実態」、「授業

の工夫」を記入する よ う に しているのが特徴である

89）74〉116）118）121）。【表16】

表16 形式・1990年代「学校体育J

くⅠ）単元名

（Ⅱ）単元計画

①運動の特性

②こどもからみた運動の特性

③学級の子どもの実態

④授業の工夫

くⅢ）教師の授業への意図

（Ⅳ）学習のねらいと遺すじ

①学習のねらい

（蟄学習の遺すじ

（Ⅴ）時間計画

（Ⅵ）学習 と指導

イ．単元計画の内容

①「中学校指導書保健体育編」及び「中学校保健体育指導資料」：

1989 年 く平成元年）の「中学校指導書保健体育編」では、バ

レーボールに関しても、ゲーム、集団的技能、個人的技能の内

容が香いてあるのにとどまっている60）。【表17】しかし、文部
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省の1991年（平成 3年）の「中学校保健体育指導資料」にお

いて、単元計画の形式と共に、内容も示されている 61）。ここ

でも、「ねらい学習」がすすめられており、ねらいを達成する

ための学習活動の展開がされている。枠組みの項目に関しては、

、「ねらいと活動」、「指導」に分けられている。【表18】

表17 内容・1989年（平成元年）r中学校斗＋保健体育編」

内容 ア．ゲーム

ゲームでは技能の程度などに応じて、チームの人数、コートの広さ、ネットの高

さ、ルールの扱い等をエ夫し、攻防の作戦を立ててゲームができるようにする。

バレーボールは、中学校で初めて取り扱う牲目であるので、生徒の技能の程度に

応じて指導する内容を決め、高度な技能を求めすぎないようにする．

審判については主事・判事・線審の役割と共に乗除の場面に応じた判定やゲーム

の運営ができるようにする．

イ．集団的技能

り．個人的技能

個人的技能は、 集団的技能の中 で重点を決めて指導する．

表18 内容・1991年（平成3年）r中学校保健体育指導資料」

はじめ

（導入）
これからの学習のねらいを知って、
用具などの準備をする段階

ねらいの達成に必要な組織や約束、体育施毀や

・学管のねらいの理解と学曹の進め方の見通しを持つ

・グループ稀成と役割分捜
※絶とどこで、どのようなことを考えて活動していけばよいかが具体的にわかるよ
うにする。

ねらいと活動 指導

な か

（展開）
学習のねらいにむけて、学習の逢すじにしたがって自発的・自主的に学普請勒

を展耶する段階

『ねらい①とそこでの予想される活動の流れ』
1

『ねらい②と、そこでの予想される活動の流

それぞれの段籍で予想される活動と、

そのための具体的な学管形態や学響活

動の堵の工夫を示す

課題の持ち方、高め方の指導

課鹿の解決の仕方

クラスの生食の学管の準備状況や学響

の状況に応じて、予想されるつまづき

や問穎とその解決の仕方や指導の方法

を準備して示す

まとめ

（整理〉

・挑戦の仕方、ゲームや練習の進め方の観察とその指導

・どんなこ上が楽しかったか、うまくできたところはどこか、どんな工夫ができた
※生徒が自己の力を知り、みんなで運動を楽しむためには、つぎにはどうすればよ

いか宕とめるようにする。
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②「体育科教育」：1990年代の「体育科教育」では、形式よりも

単元計画の生かし方や授業研究といった形で紹介されている

ものが多くみられた。なかでも、高橋健夫らが「バレーボール

の授業研究」を行い、「二つの指導法とその成果」、「バレーボ

ール教材はいつとりあげるべきか」、「触球数4回制の有効性に

ついて」の 3回にわたり、実践報告を行なっている 97）98）99）。

アンダーハンドパス中心のゲーム型と攻撃コンビネーショ ン

中心型の授業モデルを適用し同一教師が指導した所、中学生の

ような初めてバレーボールを体験するといった場合には、中学

2年生から攻撃コンビネーション中心型の授業を適用した方が

よりよいということを述べている。この中では、単元計画には

深く触れていないが、どちらの単元計画にも「試しのゲーム」、

「中間のゲーム」、「リーグ戦」といった形で、単元のはじめ、

なか、まとめにそれぞれゲームが取り入れられている。また、

攻撃コンビネーション中心型の授業では、グループ学習で授業

を進めている。この頃の単元計画の内容には、「ねらい」とそ

れに応じた「ゲーム」が展開されている。【表19】
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表19 内容・1990年代 r体育科教育J

はじめ オリエンテー・ション

く■1～2） グループ穎成
グループノートのつけ方

技術オリエンテーション

スキルテスト

なか

く3～12）

学管内容 教師の指導

○拭しのゲーム
ねらい＿1

今もっているチームの力でゲー

ムを楽しむ

・グループ鉄管
○中間のゲーム

ねらい2

畠分たちの力の向上に合わせて
め．あてを決め、その速成を自指

・グノし－プ錬曹
0最終ゲーム

まとめ 反省会
〈1） スキルテスト

③「学校体育」：1990 年代の「学校体育」では、ねらいを 2、3

段階に分けて学習するという単元計画が多く見られる。ゲーム

の楽しさの発展が学習過程となり、例えば、ねらい1は各人が

今持っている力で楽しむようなねらいで、ねらい2は自分たち

のチームの持ち味を見つけ、相手チームに勝つためにねらいを

発展させていく、ねらい3は自分たちのチームの力の高まりを

確かめ、作戦を生かしたゲームを楽しむといったもので授業を

展開している。また、枠組みに関しては、ねらいと活動が一つ

の項目 となり、r学習のねらいと活動」となっている16）26）

48）74）116）118）121）。【表20】
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表20 内容・1990年代 r学校体育」

はじめ 学習のねらいを理解し、学習全体の見通しを持つ

（1） グループ銘成

学習の流れや進め方を知る

学習に必要な約束を決める

なか

（2～17）

学習のねらいと活動 指導

○ねらい1 学習の流れやめあてがわかり、主体的

今もっているチームの力で

ゲームを来しむ

○ねらい2

な活動ができているか観察指導する

チームの持ち味を生かした件戦か

自分たちのチームの持ち味
を生かしたゲームを楽しむ

○ねらい3

自分たちのチームの作戦を

生かしてゲームを楽しむ

作戦を意放してゲームをしているか

まとめ バレーボールが楽しめたか

（1） さらに工夫することができたか
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2．年代別による考察

く1）1960、1970年代における単元計画

ア．単元計画の形式

「中学校保健体育指導書」、「中学校指導書保健体育編」共に、単

元計画の形式については記載されていない。「体育科教育」では、

1960年代と1970年代ではいくつかの違いが見られた。1960年代の

単元計画は、．1970年代と比較すると略式的とい・え、1970年代の単

元計画の方が、「ねらい」や「時間計画」．といった項目をより多く示

している。「学校体育」では、■1960、1970年代の単元計画の形式に

ついての記載は見当たらない。

表21形式＝960、1970年代

（1）単元名

（2）対象

（3）学習内容

（4）時間計画

く5） の

イ．単元計画の内容

①「中学校保健体育指導書」、「中学校指導書保健体育編」：導入（は

じめ）→展開 くなか）一整理（まとめ）という形で、基本技能一

応用技能一ゲーム・審判という学習段階をふんでいる。また、整

理くまとめ）の段階でグループ対抗戦を行い、反省と評価を行な
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っている。指尊と展開の項目は学習活動と備考にとどまっている。

単元の時間数は導入（1時間）、展開（9時間）、整理（2時間）

とされており、全体で12時間を設けている。

②「体育科教育」：はじめ→なか一まとめという学習段階で構成さ

れており、学習の内容は運動の技術や協力的な態度、マナーが記 一

載されている。1960年代では、枠組みが「生徒の活動」と「指

導上の要点」だけだったものが1970年代になる■と、なかの段階

だけに「学習内容」、「学習活動」、「指導」と 3 点に分けられて

記一載されるようになっている。これは、より綿密な計画を立て、

生徒の技能の習得や活動の様子を把握するためと考える。単元の

時間数は、はじめ（1、2時間）、なか く8～10時間）、まとめ く1

～3時間）で、全体としては約9～13時間を設けている。

③ 「学校体育」：はじめ一なか一まとめという学習段階は同じであ

る。しかし、「学校体育」では1960年代では技能の練習が中心

であるが、1970年代になるとなかの段階でゲームを多く取り入

れている。また、枠組みにおいても、1960年代では「学習内容」

のみであったが、1‾970年代には「目標」、「活動内容」、「指導の

要点」と 3 項目に増え、各学習段階で習得する技能や態度の目

標を決定し、活動するために計画を立てている。単元の時間数は、

はじめ 〈1～2時間）、なか 〈8～10時間）、まとめ（1～3時間）
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で、全体と しては約13時間を設けている。

表 22 内容＝960、1970年代

学習内容・活動 指導

はじめ グループ編成

なか 基本技能

応用技能

ゲーム・審如

まとめ バレーボール本会

反省と評価

ウ．1960、1970年代のまとめ

形式に関する記載は、「単元名」、「対象」などが書かれた略式的な

ものしか見当たらなかった。また、内容は、基本技能一応用技能一

ゲームという技能の習得を目的とした学習段階をとっている。これ

は、技能の習得を重視した体育授業が行なわれていたため、授業展

開において体力を基盤とした技能を生徒に習得させようとしていた。

そのため、内容においてどのように生徒に体力や技能を身につけさ

せるかに焦点が当てられていたと考える。

（2）1980、1990年代における単元計画

ア．単元計画の形式

「中学杖指導書保健体育編」には単元計画の形式についての記載

はされていないが、1991年 く平成3年）の「中学校保健体育指導資
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料」において、単元計画の形式についての記載がある。ここでは、

新しく、「運動の特性」や「学習のねらいと遺すじ」などが記載され

るようになっている。「体育科教育」においても「運動の特性」や「学

習のねらいと道すじ」を単元計画の形式に記載するものが増え、生

徒がどのように運動の技能を身につけるか、その学習過程を意図的

に示すものとして、上記の項目が記載されるようになったと考えら

れる。「学校体育」においても「運動の特性」や「学習のねらいと遺

すじ」を単元計画の形式に記載するものが増えている。

表 23 形式・1980、1990年代

（1）単元名

（2）運動の特性

・一般的な特性

・生徒から見た特性
（3）学習活動の様相

く4）学習のねらいと遺すじ

（5）時間配分と体育施役・用具

く6川 と

イ．単元計画の内容

① 「中学校指導書保健体育編」及び「中学校指導書保健体育編」：

内容についての記載はなかったが、「中学校保健体育指導資料」

で一般的な単元計画の形式が記載されている。ここでは、はじめ

〈導入）一なか 〈展開）一まとめ（整理）という学習段階は従来

と変わらない。しかし、学習の内容において、めあてやねらいを
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おき、それに沿って学習を進めていく という「めあて・ねらい学

習」を行なっている。枠組みについては、なかの段階で「ねらい

と活、動」、「指導」を記載し、ねらいに沿って予想される活動の流

れを記入する形になっている。単元の時間数は特に記載されてい

ない。

② 「体育科教育」：1980年代初期は、まだ技能の練習が中心であっ

たが、1980年代になると、試しのゲーム、中間のゲーム、最終

のゲームといった形で、その都度、ねらいを決めて学習している。

枠組みにおいては、なかの段階で「学習内容」と「教師の指導」

の 2つで構成されている。単元の時間数は、はじめ〈1～2時間）、

なか（10～12時間）、まとめ く1～3時間）で全体としては13時

間を設けている。

③「学校体育」：1980年代ではグループ単位での学習が多くみられ

たが、その内容はやはり基本技能一応用技能一ゲームといった技

能の習得のための練習が中心であったが、1980年代に入るとね

らいを 3 段階に分けた学習をするようになっている。枠組みに

ついては、なかの段階で「学習のねらいと活動」、「指導」の 2

つで構成している。単元の時間数は、はじめ（1時間）、なか（9

～17時間）、まとめ（1～2時間）で、全体と しては12時間又は

18時間を設けている。
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表24 内容・1980、1990年代

はじめ オリエンテーション

グループ編成

なか

ねらいと活動 指導

ねらい①

ねらい（勤

まとめ 反省と評価

ウ．1980、1990年代のまとめ

少しずつ生徒主体の体育授業に変化して来た背景から、形式も生

徒の実態をより詳細に示すなど、記入する項目が増えている。内容

に関しては、ルールの工夫や、練習の仕方を工夫して全員が楽しめ

るような体育授業の内容構成をとっていたため、運動の楽しさ体験

を重視している単元計画が作成されている。また、1990年代に入る

と形式において新しく学習のねらいと道すじをおき、自主的に学習

活動をできるようにする内容構成が主流になっている。また、生徒

から見た特性を取り入れ、より生徒主体の捜業展開しよう と してい

たことがわかる。内容についても、生徒の課題に基づいてねらい学

習を行なっている。

（3）過去における単元計画のまとめ

ア．単元計画の形式

以上のことから、単元計画を構成している項目は、以下のように
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整理することができる。

（ア）大項目

① 「単元名」

② 「歴史」「単元設定の理由」「単元について」

③ 「生活との関連」「運動の特性」「児童の欲求と教師の目標」

「生徒の実態」「学習活動の様相（教師の授業への意図）」

④「単元の目標」「ねらい」「学習のねらいと内容の具体化」「学

習のねらいと道すじ」「学習内容」「学習過程（還すじ）の決

定」「計画の要点」

⑤ 「時間計画」「時間配分」「用具・場所の選定」「時間配分と体

育施設・用具」「役割の分担」

⑥「学習の展開」「学習計画」「具体的な展開」「授業の展開」「指

導と展開」

（イ）中項目

① 単元設定の理由－「学年発達の立場から」「児童の現状」

② 単元について－「運動の特性」「子供の実態」「教師の指導観」

③ 運動の特性－「一般的な特性」「生徒から見た特性」

④ 学習のねらいと道すじ－「学習のねらい」「学習の道すじ」

⑤ 時間配分と体育施設・用具－「時間配分」「体育施設・用具」

⑥ 単元計画－「運動の特性」「子どもから見た運動の特性」「学
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級の子供の実態」「授業の工夫」

（ウ）小項目

① 小項目の記載はない。

イ．単元計画の内容について

また、考察の結果から、単元計画の内容つまり「展開」を構成し

ている項目は、以下のように整理することができる。

（ア）枠組み

① 学習段階関連－「学習段階」

② 生徒の活動内容関連－「目標」「学習内容」「学習のねらいと

内容」「学習活動」「活動内容」「内容と活動」

③ 教師の指導関連－「備考」「指導」「指導の要点」「教師の指導」

「ねらい・留意点」「実践の記録」

以上の結果から、単元計画の形式と内容は、高橋、友添、岩田ら

が作成した体育の目標の年代別の分類と「中学校保健体育指導資料」

に基づいて構成されていることがわかった。
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3．運動の学び方の単元計画 く案）の作成

上記の文献調査から明らかになった単元計画を構成している形式

と内容を踏まえて、平成14年度より実施されている「中学校学習

指導要領」に即して、保健体育科の新しい学習内容として「運動の

学び方の」に着目した単元計画（案）を作成する。この運動の学び

方の育成に着目した単元計画（案）では、特に以下の点を考慮した。

（1）単元計画の形式

ア．大項目

①
②

③

「単元名」は、単元における運動種目を記入する。

「運動の特性」は、単元における運動種目の特性を記入する。

「生徒の実態」は、対象クラスの人数や雰囲気、スポーツテスト

の結果などから生徒の実態を記入する。

④「教師の授業への意図」は、運動の学び方を習得するための学習

の手順を内容とする。

⑤「単元の目標」は、学習の方向を明確にし、運動の学び方を習得

させるこ と とする。

⑥ 「学習の手順」は、運動の学び方を習得するための・学習の手順で

ある、目標の設定、課題の把握、活動の工夫、成果の確認を内容

とする。
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⑦ 「時間配分と体育施設・用具」は、単元の時間配分及び単元に必

要な体育施設・用具を記入する。

⑧ 「展開（学習活動と教師の支援）」は、単元における授業全体の

流れを記入する。

イ．中項目

① 運動の特性を「一般的な特性」及び「生徒から見た特性」の：

項目 とする。

② 時間配分と体育施設・用具を「時間配分」及び「体育施設・用具」

の 2項目 とする。

ウ．小項目

① 一般的な特性、生徒から見た特性を「構造的特性」、「機能的特性」

及び「効果的特性」の 3項目 とする。

（2）単元計画の内容

① 枠組みは、運動の学び方の育成に着目した単元計画作成の観点か

ら「学習段階」、「学習の手順と活動内容」及び「教師の支援」の

3つとする。

② 「学習の手順と活動内容」は、目標の設定の仕方、課題の把握の

仕方、活動の工夫の仕方、成果の確認の仕方を内容とする。

③ 「教師の支援」は、生徒が自ら考えて行動するという観点から、
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目標の設定の仕方の支援、課題の把握の仕方の支援、活動の工夫

の仕方の支援、成果の確認の仕方の支援とする。

④ 「評価」は、生徒の自己評価を取り入れ、生徒自身のがんばりを

評価するとともに、学び方の評価項目を取り入れ、学び方の評価

を重視する。
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（3）単元計画（案）の提示

以下に運動の学び方の育成に着目 したバレーボール単元計画（案〕

を提示する。

運動の学び方の育成に着目したバレーボール単元計画 く集）

1．阜売名 バレーボール

2．運動の特性

（1）一般的な特性：

①瑞造的特性く個人的技能、集団的技能、ゲームの型の特性）

②機能的特性（楽しさや喜びの体験と競争蛾面、達成地面、克服蛾葡との関連）

③効果的特性（体力の向上や社会的態度の育成への効果）

（2）生徒から見た特性：

①構造的特性ばんな個人的技能や集田的技能がゲームを行なうために必要なのか）

②機能的特性（どんな時に楽しさやつらさを感じるのか）

③効果的機能（どんな体力や社会的態度が必要なのか）

8．生徒の実態

（対象クラスの人数や雰囲気、スポーツテストの結果などから生徒の実態をつかむ）

4．教師の授業への意淘

（バレーボールの特性を生かしながら運動の学び方を習得させる）

5．単元の目碍

くバレーボールの練習やゲームの仕方を工夫しながら運動の学び方を音符する〉

6．学曹の手順

く1目梯の投定、2諌魅の把握、3活動の工夫、4成果の確認という手順で行なう）

7．時間配分と体育施投・用具

（1〉時間配分

（はじめ、なか、まとめの時間数と1時間ごとの授業の流れ）

時分 はじめ（1～－2）＿ なか（3～9） （10～14） まとめ（15）

0

10

20

30▲

40

50

オリエンテーション

・日♯の毀定

試しのゲーム

準 備 運 動

・成果の再確認

生徒の自己評価

教師の評価

l課麓．の把握
・‾活動の工夫

ト成果の確認

・常盤の再把握
・活動の再工夫

中間のゲーム 最終のゲーム

整理連動と本時のまとめ
（2）体育施毀・用具

（コート、ボールの数等の必要な施投・用具）
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8． 鼻開（学管活動と教師の支埋）

学習
段階

学習の手順と活動内容 教師の支援

は

オリエンテーション

単元の日棚を理解し、学曹の手順についての見通
・オリエンテーションの仕方を支援する．

・目糠の牧定の仕方を支援する。

じ しを持つ．
め
グループ構成と役割分担を決める．

′、

1
1 日報の故定

l 各グループでチームや個人の目柵を鰭し合って決
2 める．
ヽ－■′

＊妖しのゲームを行う．
今持っている力でゲームを行なう．

な

か

′－■ヽ

2－①株租の把握

日坤を達成するための併租をつかむ．／
3－①■活動の工夫
グループごとの株遭に合わせて練管の仕方を工夫

しながら個人的技能や集団的技能を管得する。
＊中間のゲームを行う．

ルール等を工夫し、作戦を立ててゲームを行な
う．

・殊墟の把撞の仕方を支援する。

・活坤のエ大の仕方を支援する．

・成果の確払の仕方を支援する．

・裸租の再把握の仕方を支援する．・

8 4－① 成果の確馳
i
各グループで裸足、活動に対しての反省と成果の

1

4
ヽJ

確馳を行う．

2－②課租の再把掘
日棟を達成するための秩穎を再度つかむ．

3－②活動の再工夫
練習の仕方を再度工夫しながら不十分な個人的技

能や集知的技能を管得する．

＊最終のゲームを行う．
作戦を生かした攻防を展開してゲームを行なう．

・活動の再工夫の仕方を支援する．

ま

4－②成果の確畝
各グループでチームや個人の日額、隈鹿、活動に
対しての反省と成果の確認を行なう．

、評価

・成果の再確執の仕方を支援する．

・生徒の自己評価の仕方を支援する。
と 生徒の自己評価 教師の評鹿
め

・学管の手順を身につけることができたかく学び ・学曹の手順を身につけることができたか′、

1
方） く学び方）

5
・練管やゲームの仕方を工夫することができたか ・練習やゲームの仕方を工夫することができヽ－■′

く学び方） たかく学び方）

・互いに協力し楽しく意欲的に学習ができたか ・互いに協力し楽しく意欲的に学習ができ・た
く関心・意欲・態度〉 かく関心・意欲・態度）

・作戦を生かしたゲームができたか（技能） ・作戦を生かしたゲームができたか（技能）

※この学響指導案は、各学年3クラス（学校全体で9クラス）・の中学校で1、保健体育科の教師が3
名の学枚規模を想定して作成した0また、この授業は2年生の2クラスの女子生徒40名に対して1
名の教師で授業を行うものとする．
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第3飾 アンケート調査の結果と考察

1．結果

（1）単元計画の形式

ア．大項目

表25 アンケート結果l形式（大項目〉

大 項 目

必要グループ
不要

グループ

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

必要
・どちらかと
いうと
必要

小計 不要 合計

（1）単元名 7¢（97．4％） 2く2．6％） 78（100％） 0（0．0％）78

（2）運動の特性 ¢3（80．肌） 12（15．4％） 75（9¢．2％） 3（3．8％） 78

（3）生徒の実態 69（88．5％） 8（10．3％） 77（98．7％） 1（1．3％） 78

く4）教師の授業への意図 62（79．5％） 12（．15．4％）74く94．9％） 4（5．1％）78

（5）単元の目標 74く94．9％） 3（3．8％） 77（9．8．7％） 1（1．3％） 78

（6）学習の手順 52く66．7％） 13（柑．7％） 65く83．3％） 13（1¢．7％）78
＊＊

＊＊

＊＊

（7）時間配分と体育施設・用具 57（73．1％） 18（23．1％） 75（96．2％） 3（3．8－％）78

（8）展開（学曹活動と教師の支援） 71（92．2％〉 ¢（7．8％）蔓77（100％） 0（0．0革） 77

単位：人数 ＊＊：Pく0．01（等比率の差の検定）

大項目については、「単元名」、「運動の特性」、「生徒の実態」、「教

師の授業への意図」、「単元の目標」、「学習の手順」、「時間配分と体

育施設・用具」、「展開（学習活動と教師の支援）」の 8 項目につい

て、「必要」、「どちらかというと必要」、「不要」の 3 項目で回答し

てもらった。その結果、ほとんどの項目において「必要」、rどちら

かという と必要」という回答が得られた。しかし、「学習の手順」及

び「時間配分と体育施設・用具」については、「どちらかというと必

要」と回答した人がそれぞれ16．7％、23．1％であった。「学習の手
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順」については、「不要」と答えた人が16．7％と他の項目 と比べる

と多い。また、「必要グループ」「不要グループ」に分けて、大項目

の比率の有意差検定を行なったところ、どの項目においても1％水

準で有意な差が見られた。

イ．中項目

表 26 アンケート結果・形式（中項目）

中 項 目

必婁グループ
不要
グループ

必要

どちらかと

いうと
必要

小計 不要 合計

運動の特性について

（9）一般的な特性 48（61．5％〉 21（2¢．9％）69（88．5％） 9（11．5％） 78

（10）生徒から見た特性 51く65．4％） 20く25．6％） 71（91．0％） 7（9．0％） 7■8■

時間配分と体育施設・用具

く11）時間配分 ¢3（80．8％）†4（17．9％）77（98．7％） 1（1．3％〉 78

（12）体育施設・用具 29（37．2％） 29（37．2％） 58（74．4％） 20（25．¢％） 78

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

単位：人数 ＊＊：Pく0．0＝等比率の差の検定）

中項目については、運動の特性について「一般的な特性」と「生

徒からみた特性」、「時間配分と体育施設・用具について」、「時間配

分」と「体育施設・用具」 4 項目を調査したところ、「一般的な

特性」、「生徒から見た特性」、「時間配分」については「必要」「どち

らかという と必要」と答えた人がそれぞれ88．5％、91．0％、98．7％

であった。「体育施設・用具」に関しては「必要」「どちらかという

と必要」と答えた人が74．4％で他の項目と比較すると必要性が低い
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という結果が得られた。また、「必要グループ」、「不要グループ」に

分けて、中項目の比率の有意差検定を行なったところ、どの項目に

おいても1％水準で有意な差が見られた。

ウ．小項目

（ア）津動の特性

表 27 アンケート結果・形式（小項目）

小項目

（運動の特性）

必要グループ
不要

グループ

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

必要

どちらかと

いうと
必要

小計 不要・ 合計

一般的な特性について
（13）構造的特性 33（42．3％） 29（37．2％） 62（79．5％） 16（20．与％） 78

く14）機能的特性 37（47．4％） 29（37．2％） 66（84．6％） 12く15．4％） 78

（15）効果的特性 39く50．0％） 29（37．2％） 68（87．2％） 10く・12．8％）78

生徒から見た特性について

く川）構造的特性 36（4¢．2％） 28（3．5．9％）64く82．1％） 14（17．9％） 78

（17）機能的特性 42（53．8％） 24（30．8％） 66（84．2甲）12（15．4％） 78

〈18）効果的特性 43（55．1％） 21（26．9％）64（82．1％） 14（17i9％） 78

単位：人数 ＊＊：Pく0・．0－1（等比率の差の検

小項目については、「一般的な特性」及び「生徒から見た特性」に

ついて「構造的特性」、「機能的特性」、「効果的特性」の 6項目を調

査したところ、各項目について「必要」もしくは「どちらかという

と必要」と答えた人はそれぞれ 79．5％、84．6％、87．2％、82．1％、

84．2％、82．1％であった。しかし、表27をみると、「必要」と「ど

ちらかというと必要」の回答の差があまり見られないのがわかる。
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一方で、全体を通して「不要」と答えた人が12．8％から 20．6％であ

ったのは検討の余地があると考える。また、「必要グループ」、「不要

グループ」に分けて、小項目における運動の特性についての比率の

有意差検定を行なったところ、どの項目においても1％水準で有意

な差が見られた。

（イ）時間配分

表 28 アンケート結果・形式（時間配分）

小項目
（時間配分について）

適切グループ
不適
グループ

＊

＊＊

適切

どちらかと

いうと
適切

小計 不適 合計

く19）学習時間10時間 11（14二9％） 34（45．9申） 45（80．8％）29（39．2％） 74

く20）学習時間15時間 44（57．9％〉 27（35．5％） 71（93．4％） 5（6．6．％）76

く21）学習時間20時間 9（12．0％〉 21（28．．0％）30（40．0％）45（¢0．0％）75

単位：人数 ＊＊：Pく0．01＊：Pく0．05（等比率の差の検

時間配分については、学習時間をどの程度の時間数で設怒するの

がよいのかを調査するため、10時間、15時間、20時間と 3項目を

設け、その適切性について回答してもらった。その結果、単元の時

間数を10 時間が「適切」もしくは「どちらかという と適切」と答

えた人は 60．8％、15時間と答えた人は 93．4％、20時間と答えた人

は 40．0％であった。また、「適切グループ」、「不適切グループ」に

分けて、小項目における時間配分についての比率の有意差検定を行

なったところ、学習時間を10時間とするものに 5％水準で有意な差

が見られ、学習時間を15 時間とするのが1％水準で有意な差が見
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られた。しかし、学習時間を 20 時間とするものには有意な差は見

られなかった。

（ウ）「はじめ」「まとめ」の時間数

表29 アンケート錆果・形式（はじめ／まとめの時間数）

小項目

くはじめ／まとめの時間数）
0時間 1時間 2時間 3時間 合計

く22）「はじめ」の時間数 0（0．0％） 36（49．3％） 32（43．8％） 5（6．由％）73

（23）「まとめ」の時間数 0（0．0％） 54（72％） 16（21．3％〉 5（6．7％） 75
＊＊

単位：人数 ＊＊：Pく0．01く等比率の義の検定）

はじめとまとめの時間数については、0時間、1時間、2時間、3

時間の4項目の中から最も適切だと考えるものを選んで答えてもら

った。その結果、「はじめ」の時間数に関しては1時間もしくは
2

時間と答えた人がそれぞれ 49．3％、48．8％であった。また、「まと

め」の時間数は1時間と答えた人が 72．0％であった。この質問項目

では、1時間と 2時間のどちらともいえないと答えた人が何人かお

り、回答人数は全体数79人に対して、73人、75人と他の質問に比

べると少ない。また、0 時間と答えた人がいなかったため、0 時間

を省き、残りの1時間、2時間、3時間の 3項目で各時間数の比率

の有意差検定を行なったところ、「はじめ」および「まとめ」の時間

数の項目において1％水準で有意な差が見られた。
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エ．形式についての自由記述

形式についての自由記述は以下の通りである。

表 30 形式についての自由紀述

溌畠 自 由 混 述

大破自

2．運動の特性 く1ト般的な特性 拗生徒から見た特性（め学び方の状況 軸技能の状況 3．指導

観（教師の授業への意図する内容を入れる）4．学習のねらいと遺すじ く1）ねらい 似遺すじ ねら

い1 ねらい2 としている．

2．運動の特性に生徒の実態を入れてもよいのでは。

教師の授業への意図は指導観と記述している。

6，7はまとめて学習指斗計画として記載した方がよい。く全体の流れがわかる）
ヰ演呂 特に無し

小攻日 特に無し

時仰取分と

はじめ く1～2）、なか（3～・9）、まとめ（10～15）という形式で現憩で行なっている。

学習時間については、中学生女子がバレーボールを、ラリーを続けて楽しんで授業をできるよう■になる

までに相当の時間が必要。バスケットボールやサッカーと比べて上手になるまでの時間を確保する・必欝

学智時憫 があるh

10、15、20時間と様々な計画はあるが、その時間数と学年の生徒の実態により中心的に学習するものが
蓼イhして上いと患う▲

評価

評価基準も必要。評価計画を付け加える｛

単元の目標は評価の項目に応じて、関心・意欲・思考判断・技能・丁知故理解の4つの点から日額を立て

る∧

評価の項目が必要。特に観点別評価についてどのような場面でどのように評価するかを明記しておく必

宰がある▲

形式

形式に関してはやろうとしていることは理解できるが、2年生女子40名で計画を立てていることがはっ

きりしでいるので、この普料のほかに且佐的にせや泰：亀酔いれたものがあるとよい∧

指導素の形式については各学校によって違うが、おおむねこの形式でよいと思う．各学校での研究テー

マとの関連が必要∧
形式については適当と思われる∧

形式が重く違う．指導計画については「はじめ、なか、まとめ」ではなく、ねらい1、ねらい2、ねら
い3という形で計画する．rはじめ、なか、まとめ」という流れは今は使っていない．これは展開で使
用するハ （過租）

このような形式．は地域や学校によって多くの形式がある．ただし、中学枚の教員がこのような指導案を
書くのは多くて年に1～3匝l。

形式については学校や地域によって違いがあり一般的には青えない。

簾槻

展開は単元の全体の流れ（単元の計画）であって、一時間々の展開の具体例がないとよりしっかりと内

容をつかみにくい∧

展開については学枚における生徒の実態を考慮に入れて考える必要があるかと思う。（内容の検討）

この指導案の展開では実際にどのように授業を展開していくのかが見えてこない¢ この指導実は単元計

画という大きなまとまりの指導秦ということでとらえているが、1時間1時間の頼尊秦と違うのはわかる
が この患闇のところ。はもう少しわかりやすく書き方身工美した方がいいのではないか∧
展開がわかりにくいn もう少し実証するときにその手立てが思い浄かぶものにしてほしい。

「3年間」を見通した計画を考えた上で「単元計画」の検討とすべきではないか。
時間配分の1単位時間内め内容がおおざっぱ過ぎて、考えている基準がよくわからない｛

その他

学び方の育成に着目した場合、学習カードや教具の工夫は不可欠になってくる－と思われるが、そのこと

は今回の指導秦のどこに書かれることになるのか。

「はじめ」の「試しのゲーム」は経験がない場合は、用具（ボールの質）やルールを工夫しないと、バ

レーボールがつまらなくなってしまう恐れがあると思う。

1，乳 3年とも同じ形式なのか．基礎、基本の練習は行なわないのか．1年生からいきなり礁愚挙習なの

か∧ rもちろんパス練習の中にも態頴はあるが）ボールやコート隻各学年で工妾はされないのか∧

57



く2）単元計画の内容

ア．枠組みと学習段階

表31アンケート結果・内容く枠組みと学習段階について）

展朗（枠組みと学習段階）

必要グループ 不要
グループ

必要

どちらかと

いうと
必要

小計 不要 合計

枠組みについて

（24）学普段階 56（72．2％） 柑（23．4％） 74（96．1％） 3（3．9％）・77

（25）学習の手順と活動内容
169（89．6％）

7（9．1％）7¢く9る．7％）1く1．3％） 77

（26）教師の支援 ¢2（T9．5％）14（17．9％） 76く97．4％） 2く2．6％） 78

学習段階について

（27）「はじめ」「なか」「まとめ」54（69．2％） 20く25．8％） 74（94．9％） 4（5．1％） 78

＊＊

柵

＊＊

＊＊

単位：人数 ＊＊：Pく0．01（等比率の差の検定）

枠組みと学習段階については、まず、枠組みについて、「学習段階」、

「学習の手順と活動内容」、「教師の支援」の 3項目及び、学習段階

について「はじめ」、「なか」、「まとめ」の必要性を調査したところ、

「必要グループ」、「不要グループ」の比率の有意差検定では、全て

の項目において1％水準で有意な差が見られた。しかし、枠組みに

おける学習段階と学習段階の「はじめ」「なか」「まとめ」の必要性

に関しては、「どちらかという と必要」と答えた人が 26．6％であっ

た。
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イ．学習の手順と活動内容

表 32 アンケート結果・内容（学習の手順と活動内容）

展開

・（学習の手順と活動内容）

必要グループ
不要

グループ

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

必要

どちらかと

いうと
必要

小計 不要 合計

・はじめの段階
（28）オリエンテーション 73（93．6％） 4（5．1％）77（98．7％） 1（1．3％） 78

（29）単元の日銀の理解、見通し 63（81．8％） 14（18．2％） 77（100％） 0く0．0％） 77

（30）グループ編成と役割分担 67（85．9％） 10（12．8％） 77（98．7％） 1く1．3％） 78

（31）目横の改定・ 64（83．1％） 12（1ち．6％）76（98．7％） 1く1．3％） 77

（32）試しのゲーム 47（61．0％） 26（33．8％） 73く94．8％） 4（5．2％） 77

・なかの段階
く33）課題の把操 68（87．2％） 9（11．5％） 77（98．7％） 1（1．3％） 78

（34）活動の工夫 69く88．5％） 9（11．5％） 78（100％） 0札0％） 78

（35）中間ゲーム 44（57．2％） 26（33．肌
篭
70（90．9％） 7（9．川） 77

（36）成果の確認 59（77．肌） 18（21．1％） 75（98．7％） 1（1．3％） 76
＊＊

く37）課鹿の再把握 43（57．3％） 29（38．7％） 72（9¢．0％） 3（4．0％） 75
＊＊

く38）活動の再工夫 45（59．2％） 29く38．2％） 74（97．4％） 2（2．6％） 76
＊＊

（39）最終のゲーム 51く66．2％） 21（27．3％） 72（93．5％） 5（6．5％） 77
＊＊

＊＊
・まとめの段階
（40）成果の再確認 49（63．¢％）27（35．1％） 76（■98．7％） 1（1．3％〉 7‾7

単位：人数 ＊＊：Pく0．01（等比率の差の検定）

「学習の手順と活動内容」については、展開の中で授業の流れを

示し、その項目の必要性について調査したところ、「必要グループ」、

「不要グループ」の比率の有意差検定では、全ての項目において1％

水準で有意な差が見られた。しかし、「必要」及び「どちらかという

必要」と答えた人の内訳を見ると、「試しのゲーム」、「中間のゲーム」

及び「最終ゲーム」において、「どちらかという と必要」と答えてい

る人がそれぞれ 33．8％、33．8％、27．3％であった。また、一回日の

「成果の確認」、二回目の「課題の再把握」「活動の再工夫」及び「成
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果の再確認」について、「どちらかという と必要」と答えた人がそれ

ぞれ 21．1％、38．7％、38．2％、35．1％であった。

ウ．教師の支援

表 33 アンケート結果・内容（教師の支援）

展開く教師の支援）

必要グループ
不要

グループ

＊＊

必要

どちらかと

いうと
必要

小計 不要 合計

・はじめの段階
（41）オリエンテーションの仕方 58く75．3％）12（15．6％） 70（90．9％） 7く9．1％） 77

（42）目棲の設定の仕方 61（79．2％） 16く20．8％） 77（100％）・ 0（0．0％） 7＿7
＊＊

＊＊
・なかの段階
（43）課題の把掘の仕方 ＄6（84．6％）12（15．4％） 78（100％） 0（0．0％） 78

（44）活動の工夫の仕方 66く84．6％） 12（15．4％） 78く100％） 0（0．0％） 78
＊＊

く45）成果の確認の仕方 61（78．2％） 17（21．8％） 78（100％） 0（0．0％） 78
＊＊

（48）許題の再把握の仕方 54（69．2％）23（29．5％） 77（98．7％） 1（1．3・％）78
＊＊

（47）活動の再工夫の仕方

・まとめの段階・

＄6く71．8％）21く26．9％） 77（98．7％） 1（1．3％） 78
＊＊

＊＊

＊＊

（48）成果の再確認の仕方 47く62．7％） 24く32．0％） 71（94．7％） 4く5．3％） 75

（49）生徒の自己評価の仕方 58（74．4％） 15（19．2％） 73（93．6％） 5（6．4％） 78

単位：人数 ＊＊：Pく0．01（等比率の差の検定）

教師の支援については、「学習の手順と活動内容」に対する教師

の支援と して質問項目を設定し、その仕方を支援すること と してそ

の必要性を調査したところ、「必要グループ」、「不要グループ」の比

率の有意差検定では、全ての項目において1％水準で有意な差が見

られた。しかし、「必要グループ」の「必要」及び「どちらかという

必要」と答えた人の内訳を見ると、展開（学習の手順と活動内容）

と同様、「成果の確認の仕方」、「課題の再把握の仕方」、「活動の再工
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夫の仕方」の支援について、「どちらかというと必要」と答えている

人がそれぞれ 21．8％、29．6％、26．9％であった。また、「成果の再

確認の仕方」についても 32．0％の人が「どちらかという と必要」と

答えている。さらに、「オリエンテーション」の仕方を支援すること

が、「不要」であると している人が 9．1％であった。

エ．評価

表 34 アンケート結果・内容（評価）

展開（評価）

必要グループ
不要
グループ

＊＊

必要

どちらかと

いう上
必要

小計 不要 合計

l生徒の自己評価
く50）学習の手順（学び方） 56（71．8％） 20（2＄．6％）78（97．4％） 2（2．6％） 78

く51）練習・ゲームの工夫く学び方 66（84．6如 12（15．4％） 78（100％） 0く0．0％） 78
＊＊

（52）関心・意欲l態度 72（92．3％） 6（7．7％） 78（100％） 0（－0．1％）78
＊＊

（53）技能 59（75．6％） 18（23．1％） 77（98．7％） 1（1・芦甲）78
＊＊

＊＊

・教師の評価
く54）学習の手順（学び方） 63（81．8％） 13（16．9％） 76（98．7％） 1（1．3％） 77

く55）練習・ゲームのエ夫（学び方 71く91．0％） 7（9・．0％）78（100％） 0（0．0％） 78
＊＊

（56）関心・意欲l態度 75（96．2％） 写（3・8％）78（100％） 0（0．1％） 78
＊＊

＊＊

＿（57）技能
¢4（82」1％）13（1¢．7％）77（98．7％） 1（1．3％） 78

単位：人数 ＊＊：Pく0．01（等比率の差の検定）

評価については、「生徒の自己評価」及び「教師の評価」の必要

性を調査したところ、「必要グループ」、「不要グループ」の比率の有

意差検定では、全ての項目において1％水準で有意な差が見られた。

しかし、「必要グループ」の「必要」及び「どちらかという必要」と

61



答えた人の内訳を見ると、「生徒の自己評価」における「学習の手順

（学び方）」及び「技能」については「どちらかというと必要」であ

ると答えた人がそれぞれ阜。5．6％、23．1％であった。また、教師の評

価においても「学習の手順（学び方）」及び「技能」については「ど

ちらかというと必要」であると答えた人がそれぞれ16．9％、16．7％

であった。

オ．内容についての自由記述

内容についての自由記述は以下の通りである。
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表 35 内容についての自由紀述

旬日 自 由 妃 並

枠組みと

学習段階■

展開の樺の名称は「学習活動」「支援と評価＿lの方がよいのでは∧

学習手順と活動内容を分けたらどうかハ

学習の手楓

と活勒内容

再抱握、再工夫がよくわからない．毎時間の生徒のめあてや工夫があって当然と考えるので、’’再カで

はなく毎勝間の活！軌としてあって当怨だと思う人

中間ゲーム、最終ゲームというよりもそのままゲームとしてもよいのでは．生徒はやはりどんなレベル
でもゲームをしてみたいという欲求があり、それを試してみたいと思う．その中でミスをなくすために

は、練習を工夫していくことにより、技術を身につける大切さやチームワークを学んでいくと思う。

r準備一憬題枚定一憬麓把握一聴題解決（練習やゲーム）一反省（次時のねらいの確懲）」という流れ・

である∧ これが一般的な球技授業の流れである∧
全体的な流れについては理にかなっていると思う．ただ限られた時間の中で、能力差のある生徒をどれ

だけ自壊に近づけられるかを考えると、グルービングや習熟虔別の鹿題殻鮭等も必要になってくるハ

本時の指導においての展開では「一斉」「グループ」「個人」がわかる棚等があると良いと思う。「な

か」の部分で簡易ゲームを行ないながら、コートの大きさ、ルール尊が変わっていくと患う∧

技能面での習熟度がゲームに大きな影響を与えるので、はじめ、なか、まとめの中で個と集団の技能を

テスト（地租）する場面が必要かもしれない。集甜のレベルはゲームの中で判断する方がよい。

辞しのゲーム・なかのゲーム・まとめのゲームと区別するよりも毎時間行なう・こと（ゲーム）によっ七
分ける必専がないと思う∧ その勝間に練習したことをその時間に就すことが最；斤の樟畿のヲ縁能である∧

なかのゲームは毎時間やった方が■よい．練習しているチームとゲームをやっているチームとコートを2

面作ってやらせる。

課題を把握するためにねらい1「今ある力で楽しむゲーム」⇒課題をつかんで解決する練習、ねらい2
高まった力や塗しわゲーム⇒汝膳の製妬かつか計p♪いら流れがほしい一

教師の支援

教師の支援ではなく指導が必要ではないか．活動の工夫も必要だが、いろいろな練習方添や段階的な練

智のイ十方を；胎盤していく必宰もある∧

教師の■支援→教師の支援と評価

教師の支壌は「0000の仕方を支壊する」どのようにという具体例を入れて省くようにしてVlる。

教師の支援については常に念頭においておくようにしたい．生徒が見通しを持ってまた学習方法をわ

かって単元に取り組むような手立ても必婁だと思う∧

評価

評価をその活動の塊面で常に入れていく、どこでどんな評価項白が入ってくるのかを明紀する。

目鹿に対する評価項目を入れてはどうか。

展開と・してまとめの時間だけに評価があるが、毎時の授業の中に指導の日額があり、それについての評

価が組まれていて、毎回何かしらの評価は必要だと思います。もちろん、まとめとして総合評価は必要

だと思う。
農湘においてもやはり評価を明故にしておく必要がると思う∧

その他

質問事項にあるものがどれもあったらよいというもの．ただ、授業時間の中で何を優先して教えるかが

必婁。また、学校の実態や教師の力量にも関連する。対象がバレー部顧問の体育科教員だったが、パ

2年生女子で作戦を生かしたゲームを行なうのは実質不可能セある．最終日項は生徒の実態に合わせる
ことが大切だと思う．∧

この学習指導案が‾r各学年8クラス（学校全体で9クラス）‥・想定して作成した十とあるが、学校規

模と指導実の関係はどこから涜み取ればよいのか。

学校全体で9クラスの中学校に保健体育科の教師が8名という殴定はどこから計算されたのか。

今年度、105－90時間に変更。15時間の計画は他との関係で無理であった。U中9クラス（各学年8クラ

ス）保健体育科教員2名（男一男子生徒、女一→女子生徒）。

2年生2クラス女子生徒40名という設定一今はあまりありえない人数．3クラスだと1クラス35人前後が多

い．男女による偏りがひどくないと2クラスで40名．に蛭ならない．また、1学年3クラスだと最近は男女
別にはならず、共修（共習）となることが多い．生涯体育を考えるのなら余計に、男女別の設定は時代

遅れだと思う．

最後の項目8のところに1コマの授業指導細棄をつけて学習指導案として作ることを通常おこなってい

る∧

－2年生を設定して考えるのであれば、1年生時の条件設定及び実態（どのくらいのことができるように
なっているのか）・の設定がないと、2年生時の指導案は考えられない。小学校から中学に上が、つての実

態はどの学校も大して変わらないと考えられるが、2年生の段階では、1年生のときの指導内容及びそ

の成果によって実態が大きく変わってしまっている。

今、生徒たちは自らの手で学習を組み立てていくといったが想像以上にできないというか苦手である．

主体的に学習するということができれば本当にすばらしいことだが、本校では恥ずかしい静、課題の殴

定や手立てを教師が与えているというのが現状である∧
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2．考察

く1）単元計画の形式

ア．大項目

大項目については、必要性があるという知見が得られた。よって、

大項目については全ての項目を単元計画に取り入れること とする。

イ．中項目

中項目については、必要性があるという知見が得られた。しかし、

「体育施設・用具」の項目については、「どちらかとい・う と必要」ま

たは「不要」と答える人が多く、施設や用具に関しては、単元計画

に特に示さなくても教員が把握して、単元計画を作成すればよいと

考えられる。よって、中項目については、「体育施設・用具」を除外

し、その他の項目を単元計画に取り入れること とする。

ウ．小項目

（ア）運動の特性

小項目については、必要性があるという知見が得られた。しかし、

一般的な特性及び生徒から見た特性については「どちらかという と

必要」もしくは「不要」と答える人が多く、運動の特性については、

特に「必要」と している人は少ないのではないかと考える。また、
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自由記述においても、運動の特性については、生徒の実態を捉えた

上で生徒から見た運動の特性を把握する方が、より生徒の実態に即

した授業を展開できるのではないかと述べられている。よって、大

項目の「生徒の実態」を「運動の特性」より先に示し、「運動の特性」

については、「一般的な特性」を除外し、「生徒から見た特性」のみ

を単元計画に取り入れること とする。

（イ）時間配分

時間配分については、学習時間を15時間と設定するものに1％水

準で有意な差が認められた。よって、学習時間を15 時間とするが

適切であるという知見が得られた。しかし、学習時間については、

各学校の生徒の実態や、年間計画によって左右されること自由記述

にもあるよ うに、各学校の方針によって異なるものであると考える。

そのため、学習時間については時間数の幅を持たせる必要があると

考える。

（ウ）rはじめ」rまとめ」の時間数

はじめとまとめの時間数については、学習段階におけるはじめの

時間数及び、まとめの時間数を1時間とするが適切であるという知

見が得られた。しかし、はじめの時間に関してはオリエンテーショ

ンにおいてバレーボールの技術やルールといった知識を理解するこ

とや、グループ編成を行なうこと、グループで目標を設定する、ま
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た、学び方の学習内容を理解させるなどといった動機付けをするこ

とが、その単元の目標を達成する上で重要な役割を担う と考えるこ

とから、2時間で学習時間を構成するのが適切であると した。

エ．形式についての自由記述

形式に関しては、「各学校によって違いがあり一概には言えないが、

おおむねこの形式でよい」とする意見が多かった。しかし、ねらい

学習を主に行なっている学校では、「ねらい1、2、3」というねらい

の段階を学習段階にしていた。これに関しては、運動の学び方に着

目 した単元計画では、ねらい学習を主に置いていないので、学習段

階は「はじめ、なか、まとめ」という形式にした。

また、「この単元計画が略案過ぎて一単位時間の学習内容が見えて

こない」という意見に対しては、今後より深い検討を加え、一単位

時間の指草案も提案していく必要があると考える。学習内容につい

ては、ルールの▲工夫や教材の工夫などより詳しく示していく必要が

あると考える。評価についても、毎時間の中で行なえるような評価

項目を単元計画の中に取り込む必要がると考えるが、今回提示する

単元計画については、評価については詳しく調べていない。ただし、

今後より実践的な単元計画にするためには評価項目を明確にすべき

であると考える。
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く2）単元計画の内容

ア．枠組みと学習段階

枠組みと学習段階については、必要性があるという知見が得られ

た。よって、枠組みと学習段階については全ての項目を単元計画に

取り入れること とする。

イ．学習の手順と活動内容

学習の手順と活動内容については、必要性があるという知見が得

られた。しかし、「試しのゲーム」、「中間のゲーム」、「最終のゲーム」

については、「どちらかという と必要」と答えた人も多かった。これ

は、毎時間の中でゲームをさせることで次時の課題を持たせるとい

った授業を展開することによって、生徒に課題解決能力を身につけ

させよう とするものであると考える。

また、「課題の再把握」、「活動の再工夫」、「成果の再確認」につい

ても「どちらかという と必要」が多かったのは、、「運動の学び方」と

いう学習内容が新しいものであるため、現場ではまだ実践が少なく、

それぞれの項目の意味を十分理解できないことが理由であると考え

る。「課題の再把握」、「活動の再工夫」、「成果の再確認」といったそ

れぞれの項目は、全体の展開の流れであって、毎時間の中でこの「目

標の設定」「課題の把握」「活動の工夫」「成果の確認」があると考え
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る。そして、全体の大きな流れとして、一度「目標の設定」、「課題

の把握」、「活動の工夫」、「成果の確認」を一通り体験し、また次い

で同じ過程を繰り返すことによって「運動の学び方」を身につける

ことができると考えた。よって、学習の手順と活動内容については

全ての内容の項目を単元計画に取り入れること とする。

ウ．教師の支援

教師の支援については、必要性があるという知見が得られた。し

かし、前述の学習の手順と活動内容と同様、「課、題の再把握の仕方」

の支援、「活動の再工夫の仕方」の支援、「成果の再確認の仕方」の

支援については、「どちらかという と必要」と答えた人が多かった。

ここでは、具体的な支援の仕方を示すまでには至っていないが、教

師の支援については、その場で臨機応変に対応することが求められ

ることから「運動の学び方」を身に付けるためには、教師が一斉に、

も しく は一方的に指導するのではなく、生徒の運動学習の立場に立

って女援することが大切である。そのため、学習の手順と活動内容

に即した教師の支援が必要になると考える。よって、教師の支援は

全ての項目を単元計画に取り入れること とする。
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エ．評価

評価については、必要性があるという知見が得られた。ここでは、

「学び方」の評価項目について「どちらかという と必要」と答えた

人が比較的多かったが、自由記述において評価基準を的確に定め、

毎時間の授業の中で評価していく ことや、学習カードなどを活用す

ることで評価をしていくべきではないかという意見がみられた。

運動の学び方の項目は新しい学習内容であるので、その評価の仕

方については、今後更に検討していく必要があると考える。よって、

今回の評価については、全ての項目を単元計画に取り入れること と

する。

オ．内容についての自由記述

内容については、「全体的な流れはこの形式でよい」とされた。し

かし、学校の実態や教師の力量によって、単元計画の形式や内容も

変化すると考えられる。

また、「アンケートの対象がバレー部顧問の保健体育科教員だった

が、バレー部顧問以外の教員の方が客観的に考えられるのではない

か」という意見もあった。この意見に対しては、今後、アンケート

の対象をバレーボールの顧問に限らず、保健体育科の教員全てにす

る こ とによって、更なる検討を加えることができると考える。
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学習内容に関しては、中学2年生レベルでは作戦を生かしたゲー

ムを行なうのは無理であるとする意見や、ゲームの仕方についても、

試しのゲーム、中間のゲーム、まとめのゲームの他に、さらに毎時

間の中でもゲームをしていく ことが必要であるという示唆が得られ

た。

最後に、学校規模と単元計画の関係については、学校全体で9ク

ラスの中学校に保健体育科の教員が 3名という設定はあまり見られ

ないという意見があったことや、現在では2年生2クラス女子生徒

40人という設定は異例で、1学年 35人程度が普通で、1学年 3ク

ラスだと男女別にならず、男女共習となることが多いといった意見

から、今回の単元計画における設定を中学2年生 3クラス く学校全

体で 9クラス）、男女計35人のクラスとすることとした。人数に関

しては、現代の少子化を考えると設定を修正する必要があると考え

る。また、男女共習に関しては、男女が一緒に体育授業を行なう こ

とによって、協調性や他人を思いやる心が育ち、生きる力における

「豊かな人間性」が育まれると考える。さらに、永島は「中学校で

は積極的に男女共習を導入すべきである」と述べている。したがっ

て、今回は設定を修正し単元計画モデルを提示する。
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第3章 結鎗

第1簡 運動の学び方の育成に着目した単元計画モデルの提示

以上、アンケート調査の結果と考察を踏まえ、運動の学び方の育

成に着目したバレーボールの単元計画モデルを提示し、結論とする。

以下のよ うな単元計画によって、連動の学び方を育成することが

できると考えるが、教師の指導歴や学校の実態により、現状に即し

て取り入れることが必要であると考える。

運動の学び方の育成に着目したバレーボール単元計画

1．単元名 バレーボール

2．生徒の実態
（対象クラスの人数や雰囲気、スポーツテストの結果などから生徒の実態をつかむ）

3．運動の特性
（1）生徒から見た運動の特性：

①構造的特性くどんな個人的技能や集団的技能がゲームを行なうために必要なのか〉
②機能的特性（どんな時に楽しさやつらさを感じるのか〉
③効果的機能（どんな体力や社会的態度が必要なのか〉

4．教師の授業への意図
くバレーボールの特性を生かしながら運動の学び方を習得させる）

5．単元の目横
（／くレーボールの練習やゲームの仕方を工夫しながら運動の学び方を習得する）

6．学管の手順

（1目横の設定、2許溝の把掘、8活動の工夫、4成果の確認という手順で行なう）

7．時間配分
（はじめ、なか、まとめの時間数と1時間ごとの授業の流れ）
時分 はじめ（1－2） なか（3～9） （10～14） まとめ（15）

0

10

20

30

40

50

オリエンテー

ション

・日♯の投定

拭しのゲーム

叫 傭 運 動

・成果の再確認

生徒の自己評価

教師の評価

・秩鳥の把握 ・諌亀の手把握

・薄地の工夫

l成果の破鞋

中間のゲーム

・活‘勒の再工夫

最終のゲーム

教理運地と本時のまとめ
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8．農粥く学菅活動と教師の支援〉

学習

段l替
学習の手瀬と活動内容 教師の支線

一字
じ
め

′、

2

オリエンテ「ショシ ・すり羊ンテ「ションの仕方を支援する．

・日♯の改定の仕方を支援する．

単元の日榛を理解し、学菅の手塀についての見逢しを持つ．

グル丁プ銘成と役割分也を決める。

1 日額の故定

各グループでチーヰや個人の日額を話し合って決める．
ヽ J

＊試しのゲームを行う．
今持っているカでゲームを行なう0

な
か

2－G）課亀の把＿握 ・秩穎の把掘の仕方を支援する．

・活動の工夫の仕方を支援する．

・成果のヰ他の仕方を支援する．

目壌を達成するための課題をつかむ．

3一① 活動の工夫

グループごとの許挽に合わせて鰊管の仕方を工夫しながら旬

人的技能や集団的技能を官得する．
′‾ヽ

7 ＊中間のゲームを行う．
ヽ－．■′

ルール等を工夫し、作戦を立ててゲームを行なう．

4－Q）成果の破砕

各ゲル「プで諌魅、活動に対しての反省と成果の確駄を行

つ●

ノ■、

2－② 珠亀の再把握

・株蟻の再把握の仕方を支援する．

T活動の再工夫の仕方を支援する．、

日額を達成するための牒租を再度つかむ．

8－② 活動の再工夫
5
・錬曹の仕方を再度工夫しなが．ら不十分な旬人的技能や集団的

ヽJ

技能を習得する．

＊長瀬のゲーム．を行う．

作戦を生かした攻防を展開してゲームを行なう．

ま
と

め

4－② 成果の■耗捷 ・成果の再確払の仕方を支捜する．・

・生徒の自己評価の仕方を支援する．

各グループでチームや個人の目横、併粗、活動に対しての反

辞す．

生徒の自己辞す 教師の肝甘

・学菅の手頼を身につけることができたかく学び方〉 ・学官の手瀬を身につけることができたかく学び
方）

′、

1 ・錬管やゲームの仕方を工夫することができたかく学び方） ・練習やゲームの仕方を工夫することができたか
（学び方〉

・互いに協力し楽しく意欲的に学習ができたか

ヽ
J

・互いに協力し丼しく意欲的に学晋ができたか（快心・意
欲・態度） く関心・意欲・態度）

・作戦を生かしたゲームができたかく技能） ・作戦を生かしたゲームができたか（技能）

※この学管抽斗】掛ま、各学年3クラス（学枚全体で9クラス）の中学枚で、保健体育科の教師が2名の学校規換を想定

して作成した．また、この操業は2年生の男女計35名に対して1名の教師で捜業を行うものとする．
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第2備 本研究の限界

本研究では、文献調査の際、「中学校保健体育指導書」、「中学校

指導書保健餅育編」及び、「中学校保健体育指導資料」の他に、「学

校体育」と「体育科教育」に限定し調査を行ったこと、また、アン

ケートの対象者を千葉県内の保健体育科教員に限定したこと、また

バレーボールを特技と している保健体育科教員を主と してアンケー

ト調査を行なったことから、単元計画モデルとしては、更に一層検

討する必要があると考える。

第3簡 今後の課題

今後の諷題と しては、より一般的な単元計画モデルとするために

は、さらに広い範囲で文献調査及びアンケート調査を行なう ことが

必要であると考える。また、本研究で提示した単元計画モデルを、

実際の単元計画と して体育授業において展開し、実証、検証するこ

とでよ り充実した単元計画となると考える。
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要 約

本研究は、運動の学び方の育成に着目したバレーボールの単元計

画モデルを作成することを目的に、「中学校保健体育指導書」、「中学

校指導書保健体育編」、「中学校保健体育指導資料」〈文部省）、「体育

科教育」（大修館書店）及び、「学校体育」く日本体育社）を対象にバ

レーボールの単元計画の形式 く項目）と内容（展開）を調査した。

その文献調査から得られた形式と内容を基に、運動の学び方の育成

に着目 したバレーボールの単元計画（案）を作成した。そして、そ

の単元計画（案）の項目及び内容の必要性及び適切性を、千葉県内

のバレーボール部の顧問をしている保健体育科の教員を対象に調査

を行なった。その結果を検討し、以下に示す形式や内容で構成する

単元計画モデルを提示すること とした。

形式について：

1）大項目は、単元名、生徒の実態、運動の特性、教師の授業への意

図、単元の目標、学習の手順、時間配分、展開の 8項目を示す。

2）中項目は、運動の特性において、生徒から見た特性のみを示す。

3）小項目は、生徒から見た特性において、構造的特性、機能的特性、

効果的特性の 3項目を示す。
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内容について：

1）枠組みは、学習顔階、学習の手順と活動内容及び‾、教師の支援で

構成する。

2）学習の手順と活動内容に、目標の設定、課題の把握、活動の工夫、

成果の確認の 4項目を取り入れる。
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第2簡‾ 文献調査の結果と考察

1．各年代における単元計画

（1）1960年代における単元計画

ア．単元計画の形式

①「中学校保健体育指導書」：1959年（昭和34年） 「中学校保

健体育指導書」では、単元計画の形式については記載されていな

い 66）66）66）0

②「体育科教育」：1960年代の「体育科教育」では指導案の新しい

試みとして、いくつか単元計画の形式について紹介されている

2）8）12〉46）46〉86〉117）。単元計画の形式には、「単元名」、「単元設定の

理由」、「教師の目標」、「計画の要点」、「学習の展開」といった項

目が見られる。【表1】また、「生活との関連」という項目で、運

動種目の特性を生活の中でどのように生かしていくかというこ

とが書かれていることから、運動を児童・生徒の生活の一部とし

て位置付けようとしていることがわかる12）86〉117〉。1960年代は

形式よりも、どのように運動技能を習得させるかに焦点が当てら

れていたため、単元計画の形式も略式的なものが多く見られる。
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修士漁文

「中学枚体育授業におけるバレーボールの単元計画の検討一運動の学び方の育成に着目して」

帳天堂大学大学院 体育科教育学研究室

指導教攫

運動⑬学び方⑬

才〈レ巾ボーJ払愈単元

0虫垂を始める1如こ

に着目した

く轟譲に隣しで愈欝お

荻原 朋子

浦井 孝夫

■■■■l■ll ト

1．この調査は、修士論文を作成するもので、別紙の運動の学び方を育成するためのバレーボールの

単元計画く案〉について調査するものです．結果は、集計処理されるだけで、他人のデータは無断

で利用されたり、公表されたりすることは一切ありません．

2．別蔽の茸勒の学び方の育成に♯日したバレーボール井元計画（兼）を照らし合わせながら質問に

答えるようにしてください．

3．あてはまるもの、または数字に○印をつけてください．

4．この単元計画は中学2年生女子体育授業のバレーボール単元を想定して作成したものです．

0差し支えなければ、支帝名をお♯きください． 支部



※別紘の単元計画く案）をご矧こなりながらお答えください．

Ⅰ．単元計平に必事な形式く大項目・中項目l小項目）

0大手引こついて

く1）「単元名」は必要ですか

（2）「運動の特性」は必要ですか

（3）「生徒の実態Jは必要ですか

（4）・r教師の授業への意図」は必要ですか

（5）「＼単元の目標」は必要ですか

く6）「学管の手順」は必要ですか

く7〉 r時間配分と体育施故・用具」は必要ですか

（8〉「展開（学管活動と教師の支援）」は必要ですか

0中項目について

・運
の 性について

（9〉「一般的な特性について」は必要ですか

く10）「生徒からみた特性について」は必要ですか

・時間配 と 竜・用具

（＝）「時間配分」は必要ですか

（12）「体育施故・用具」は必要ですか

0小額目について

・一般的な 性について

（13）r構造的特性」は必要ですか

（14〉「機能的特性」は必要ですか

（15）r効果的特性」は必要ですか

・生徒からみた 性について

（16〉「構造的特性」は必要ですか

（17）「機能的特性Jは必要ですか

（18）「効果的特性」は必要ですか

についてお尋ねします．

【必要・どちらかというと必要・不要〕

【必要・どちらかというと必要・不要】

［必要lどちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要l不要】

【必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要l不要】

［必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要・不要〕

［必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要l不要】

［必要lどちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要・不要】

・時間配分について

（19〉「学習時椚」（単元での時間数）は10時間程度が適切ですか

【適切・どちらかというと適切・不適切〕

（20）「学管時Ⅶ」（単元での時Ⅶ数）は15時間程度が適切ですか

【適切・どちらかというと適切・不適切］

（21）「学管時憫」く単元での時Ⅶ数）は20時怖程度が適切ですか

［適切・どちらかというと適切・不適切】

（㌶）単元の時Ⅶ数にかかわらず「はじめ」の時間数は何時間が必要ですか

【0・1・2 ・ 3 〈時間）］



（23）単元の時間数にかかわらず「まとめ」の時間数は何時間が必要ですか

【0・1・ 2・3 （時間）］

0形式について、疑問・ご意見等あ、りましたらお手きください．

Ⅱ．次に、単元計画の内容く最抑）についてお専ねします．

0槻みについて

（24）「学普段階」は必要ですか

（25）「学習の手順と活動内容」は必要ですか

（26）「教師の支援」は必要ですか

0学普段楷について

（27）「はじめ」（導入）・「なか」（展開〉

【必要・どちらかというと必要・不要】

［必要・どちらかというと必要l不要】

［必要・どちらかというと必要・不要】

・「まとめ」（整理）の3段階は必要ですか

【必要・どちらかというと必要・不要】

0学曹の手頼と着地内掛こついて

・はじめの教 について

（28）rオリエンテーション」は必要ですか

（29）「単元の目棟の理解、学習の手順ついての見通し」は必要ですか

（30〉「グループ絹成と役割分担」は必要ですか

（31）チームや他人のr目堺の毀定」は必要ですか

（32）「試しのゲーム」は必要ですか

なかの段 について

（33）自壊を達成するための「許性の把挽」は必要ですか

（34）「活動の工夫」は必要ですか

（35〉「中間のゲーム」は必要ですか

（3飢課題や活動に対しての「成果の確認」は必要ですか

く37）目標を達成するための「許想の再把握」は必要ですか

く38）「活動の手工夫」は必要ですか

【必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要・不要］

［必要・どちらかというと必要・不要】

【必要lどちらかというと必要・不要1

【必要・どちらかというと必要一不要］

【必要・どちらかというと必要・不要1

［必要・どちらかというと必要・不要］

【必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要l不要】

［必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要・不要】



く39）最後に成果の確認をするための「最終のゲーム」は必要ですか

・まとめの段 について

【必要・どちらかというと必要・不要】

（40）個人やチームでの白樺・課題・活動に対してのr成果の再確認Jは必要ですか

【必要・どちらかというと必要・不要】

0教師の支漢について

・はじめの段
について

（41）オリエンテーションの仕方を支援することは必要ですか

く42〉目標の改定の仕方を支援することは必要ですか

・なかの段
について

（43）課演の把握の仕方を支援することは必要ですか

（叫）活動の工夫の仕方を支援することは必要ですか

（45）成果の確認の仕方を支援することは必要ですか

（46）課題の再把櫨の仕方を支援することは必要ですか

（4了）活動の再工夫の仕方を支援することは必要ですか

・まとめの について

（48〉成果の再確認の仕方を支援することは必要ですか

（49）生徒の自己評価の仕方を支援することは必要ですか

0評価について

・生 の自己－・

（50）r学習の手順を身につけることができたかく学び方）

【必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要l不要】

［必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要・不要】

【必要・どちらかというと必要・不要】

【必要lどちらかというと必要・不要】

Jは必婁ですか

【必要lどちらかというと必要・不要】

（51）r練習やゲームの仕方を工夫することができたか（学び方）」は必要ですか

′【必要・どちらかというと必要・不要】

（52）「互いに協力し楽しく意欲的に学晋できたかく軋む・意欲・態度〉」は必要ですか

【必要・どちらかというと必要・不要〕

（53）「作戦を生かしたゲームができたかく技能）は必要ですか

【必要・どちらかというと必要・不要コ

・教師の

（54〉 r学習の手順を身につけることができたか（学び方）」は必要ですか

［必要・どちらかというと必要・不要］

く55）「練習やゲームの仕方を工夫することができたか（学び方）」は必要ですか

［必要・どちらかというと必要・不要］

く56〉「互いに協力し粂しく意欲的に学管できたかく関心・意欲・態度）」は必要ですか

【必要・どちらかというと必要・不要］

（57）「作戦を生かしたゲームができたか（技能）は必要ですか

【必要・どちらかというと必要・不要］



0内容く長槻）について最同卜ご意見等ありましたらお♯きください．

ご協力ありがとうございました．



平成14年度修士論文

「中学校体育授業におけるバレーボールの単元計画の検討

一連動の学び方の育成に着目して－」 の修正について

この度は、誠に丁寧な審査をしていただきありがとうございました。2時間にわたる審査

会において、ご指摘をいただいた通り、下記のように修正いたしました。

1．運動の学び方の捉え方について

ご指摘いただいた箇所をよりわかりやすくするために、文献から引用し、具体的にわか

りやすく修正、補加筆いたしました。

2年代別の考察について

西暦に修正しました。

3．アンケート調査における単元計画の妥当性について

妥当性ではなく、単元計画の形式及び内容の必要性及び適切性としました。

4．単元計画について、男女共習に変更した点について

男女共習に変更した理由を修正し、補加筆させていただきました。

今回は、多くのご指摘をいただき、大変参考になり感謝しております。今後の研究にも

是非生かしていきたいと思います。どうもありがとうございました。

なお、私の最終発表会は2月27日 〈木）となっておりますので、どうぞよろしくお願い

いたします。

平成］ほ年2月15日

体育科教育学研究室 荻原 朋子
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